
 実りの秋を祝う秋祭りが町内の各神社でおこなわ

れ、森の玉田神社では、10月5日の神幸祭に続き、

9日には還幸祭を実施。雅やかな烏帽子、狩衣装束

に身を包んだ八つの宮座の当家らが、行列をなして

参道を荘厳に練り歩きました。 

各神社で実りの秋を祝う 

グッド・ウィルパーティーなど 
みんなの広場 

町政を見る会の参加者募集など 

戦没者追悼式など 
行政ニュース 
平成17年度決算 
まちの家計簿 

INFORMATION

女たちの善光寺参り（11） 
ふるさとの旅日記 

8P

6P

15P

22P

2P

え　ぼ　し　　　かりぎぬ 

この広報紙は、古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい植物性大豆油インキを使用しています 
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一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
六
十
八
億

三
千
百
八
十
九
万
円
、
歳
出
総
額
六
十
六
億
一
千

二
百
四
十
二
万
円
で
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引

い
た
二
億
一
千
九
百
四
十
七
万
円
か
ら
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
財
源
を
控
除
し
た
実
質
収
支
は
、
二
億

六
百
二
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
 

歳
入
・
歳
出
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
と
比
べ

る
と
、
歳
入
で
五
億
七
千
八
百
三
万
円
（
七
・
八

㌫
）
、
歳
出
で
五
億
一
千
百
十
六
万
円
（
七
・
二

㌫
）
そ
れ
ぞ
れ
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、

平
成
十
六
年
度
に
減
税
補
て
ん
債
の
借
り
換
え
を

お
こ
な
っ
た
こ
と
も
原
因
の
一
つ
で
す
。
 

平
成
十
七
年
度
の
財
政
状
況
で
は
、
町
税
は
、

町
民
税
所
得
割
と
法
人
税
割
で
、
若
干
の
増
収
が

見
ら
れ
た
も
の
の
、
前
年
度
と
同
様
、
固
定
資
産

税
等
で
大
幅
な
減
収
と
な
っ
た
ほ
か
、
利
子
割
交

付
金
や
地
方
消
費
税
交
付
金
に
お
い
て
も
前
年
度

と
比
べ
減
収
し
ま
し
た
。
 

歳
入
に
お
け
る
一
般
財
源
相
当
額
を
前
年
度
と

比
べ
る
と
、
約
一
億
三
千
五
百
万
円
の
減
収
と
な

っ
て
お
り
、
町
税
の
減
収
額
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
減
収
分
は
、
財
政
調
整
基
金

や
公
共
施
設
建
設
基
金
の
取
り
崩
し
と
町
債
の
発

行
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。
 

国
の
三
位
一
体
改
革
で
国
庫
補
助
負
担
金
が
削

減
さ
れ
た
な
か
で
、
実
質
単
年
度
収
支
額
は
、
マ

イ
ナ
ス
一
億
二
千
三
百
十
七
万
円
と
前
年
度
の
マ

イ
ナ
ス
五
千
六
百
三
十
八
万
円
か
ら
悪
化
し
ま
し

た
が
、
義
務
的
経
費
を
最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も

に
、
歳
出
に
見
合
っ
た
財
源
を
確
保
し
、
お
お
む

ね
健
全
な
財
政
運
営
と
な
り
ま
し
た
。
 

今
後
も
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
、
事
業
効
果
や
緊
急
度
、
優
先
順
位
を

見
極
め
る
な
か
で
、
各
種
施
策
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
 

歳
入
決
算
額
の
内
訳
は
、
町
税
が
四
十
四
億
八

千
二
百
七
十
七
万
円
（
歳
入
全
体
の
六
十
五
・
六

㌫
）
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
三
・
〇
㌫
、
一
億

四
千
二
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

地
方
譲
与
税
は
、
三
位
一
体
改
革
の
国
庫
補
助

負
担
金
の
削
減
に
か
か
る
所
得
譲
与
税
の
増
に
よ

り
、
前
年
度
と
比
べ
三
十
・
一
㌫
増
の
一
億
三
千

六
万
円
（
同
一
・
九
㌫
）
と
な
り
、
地
方
特
例
交

付
金
も
、
前
年
度
と
比
べ
七
・
二
㌫
増
の
九
千
七

平
成
十
七
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
の
決
算
状
況
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
 

一
般
会
計
は
、
歳
入
（
町
に
入
っ
て
き
た
お
金
）
が
六
十
八
億
三
千
百
八
十
九
万
円
、

歳
出
（
町
が
使
っ
た
お
金
）
が
六
十
六
億
一
千
二
百
四
十
二
万
円
で
、
実
質
収
支
は
、
二

億
六
百
二
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
 

今
号
で
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
か
か
わ
り
の
深
い
、
一
般
会
計
の
決
算
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
（
金
額
は
い
ず
れ
も
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
）
 

一般会計 

歳入総額 

歳出総額 66億1242万円 
68億3189万円 
66億1242万円 
68億3189万円 
66億1242万円 
68億3189万円 決 算 決 算 

平成17年度 平成17年度 

実
質
収
支
は
 

二
億
六
百
二
万
円
の
黒
字
 

実
質
収
支
は
 

二
億
六
百
二
万
円
の
黒
字
 

¥

町
税
が
 

全
体
の
６５
㌫
を
占
め
る
 

町
税
が
 

全
体
の
６５
㌫
を
占
め
る
 

歳入 
▼平成17年度会計別決算額 

差引額（Ａ）―（Ｂ） 

 

 

 

特別会計 

 

 

水道事業会計 

一 般 会 計  

国民健康保険 

三郷山財産区 

老　人　保　健 

公共下水道事業 

介　護　保　険 

2億1947万円 

4012万円 

111万円 

4万円 

158万円 

3161万円 

△2961万円 

△4475万円 

68億3189万円 

13億5414万円 

952万円 

12億4543万円 

10億9883万円 

7億 907万円 

5億1891万円 

6212万円 

66億1242万円 

13億1402万円 

841万円 

12億4539万円 

10億9725万円 

6億7746万円 

5億4852万円 

1億 687万円 

収益的収支 

資本的収支 

会　　計　　名 歳入（Ａ） 歳出（Ｂ） 
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百
八
十
四
万
円
（
同
一
・
四
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

国
・
府
支
出
金
（
国
や
府
か
ら
補
助
金
や
負
担

金
等
で
入
っ
て
く
る
お
金
）
は
、
国
庫
支
出
金
で

は
、
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
や
公
立
学
校
施

設
整
備
費
補
助
金
が
と
も
に
減
と
な
っ
た
ほ
か
、

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
費
補
助
金
な
ど
で
減

と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
四
十
一
・
五
㌫
減
の
一

億
七
千
七
百
八
十
三
万
円
（
同
二
・
六
㌫
）
と
な

り
、
府
支
出
金
で
は
、
市
町
村
未
来
づ
く
り
交
付

金
や
各
種
児
童
手
当
負
担
金
、
在
宅
福
祉
事
業
費

補
助
金
な
ど
で
財
源
を
確
保
し
た
も
の
の
、
前
年

度
と
比
べ
五
・
六
㌫
減
の
二
億
二
千
八
十
七
万
円

（
同
三
・
二
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

繰
入
金
で
は
、
財
源
不
足
を
補
て
ん
す
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
や
公
共
施
設
建
設
基
金
の
繰
り
入

れ
を
お
こ
な
い
、
前
年
度
と
比
べ
三
十
四
・
八
㌫

増
の
四
億
二
百
十
七
万
円
（
同
五
・
九
㌫
）
と
な

り
ま
し
た
。
 

諸
収
入
は
、
中
小
企
業
低
利
融
資
制
度
預
託
金

や
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度
預
託
金
の
戻
入
金

で
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
前
年
度
で
終
了
し
た
道

路
橋
梁
整
備
費
の
収
入
減
で
、前
年
度
と
比
べ
七
・

一
㌫
減
の
一
億
七
百
七
十
四
万
円（
同
一
・
六
㌫
）

と
な
り
、
町
債
は
、
消
防
庁
舎
改
修
事
業
債
や
小

学
校
校
舎
改
修
事
業
債
、
減
税
補
て
ん
債
や
臨
時

財
政
対
策
債
で
、
合
わ
せ
て
四
億
九
百
九
十
万
円

（
同
六
・
〇
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

歳
出
決
算
額
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件
費
は
、

扶
養
手
当
や
退
職
手
当
負
担
金
が
減
と
な
っ
た
も

の
の
、
国
勢
調
査
の
実
施
に
と
も
な
う
調
査
員
報

酬
な
ど
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
〇
・
一
㌫

増
の
二
十
二
億
八
千
四
百
八
十
二
万
円
（
歳
出
全

体
の
三
十
四
・
五
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

物
件
費
は
、
町
制
施
行
五
十
周
年
記
念
事
業
や

企
業
実
態
調
査
委
託
の
終
了
に
よ
り
、
前
年
度
と

比
べ
七
・
九
㌫
減
の
十
億
七
千
八
百
四
十
四
万
円

（
同
十
六
・
三
㌫
）
と
な
り
、
扶
助
費
で
は
、
主

に
障
害
者
居
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
支
援
費
や
乳
幼

児
医
療
費
な
ど
の
増
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
六
・

六
㌫
増
の
五
億
一
千
五
百
六
十
七
万
円
（
同
七
・

八
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

補
助
費
等
は
、
中
小
企
業
者
の
資
金
借
入
に
か

か
る
利
子
補
給
金
や
企
業
立
地
促
進
助
成
金
の
増

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
七
・
一
㌫
の
伸
び
と
な

り
ま
し
た
。
 

積
立
金
は
、
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
を
お

こ
な
っ
た
た
め
、
九
千
四
百
四
万
円
（
同
一
・
四

㌫
）
と
な
り
、
貸
付
金
で
は
、
中
小
企
業
低
利
融

資
制
度
の
貸
し
付
け
に
か
か
る
預
託
金
な
ど
に
よ

り
七
千
七
百
八
十
八
万
円
（
同
一
・
二
㌫
）
、
ま

た
、
繰
出
金
は
、
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
で

増
と
な
っ
た
も
の
の
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

や
老
人
保
健
特
別
会
計
で
減
と
な
り
、
前
年
度
と

比
べ
四
・
八
㌫
減
の
六
億
四
千
五
百
五
十
一
万
円

（
同
九
・
八
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

普
通
建
設
事
業
は
、
補
助
事
業
に
お
い
て
、
田

井
・
林
線
歩
道
整
備
工
事
の
一
事
業
の
み
と
な
り
、

前
年
度
と
比
べ
八
十
七
・
〇
㌫
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
 

単
独
事
業
で
は
、
中
島
二
号
線
や
東
一
口
・
大

島
線
な
ど
の
道
路
改
良
事
業
を
は
じ
め
、
消
防
庁

舎
耐
震
補
強
工
事
や
佐
山
小
学
校
南
校
舎
棟
内
部

改
修
工
事
、
佐
山
幼
稚
園
の
保
育
室
増
設
改
修
工

事
な
ど
を
お
こ
な
い
、
前
年
度
と
比
べ
二
十
九
・

二
㌫
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
 

普
通
建
設
事
業
費
全
体
で
は
、
補
助
事
業
が
大

幅
に
減
と
な
っ
た
た
め
、
前
年
度
と
比
べ
十
六
・

五
㌫
減
の
五
億
八
千
四
十
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
 

目
的
別
の
主
な
事
業
を
、
次
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。
 

66億1242万円 
68億3189万円 
66億1242万円 
68億3189万円 

普
通
建
設
事
業
費
が
 

大
幅
に
減
 

普
通
建
設
事
業
費
が
 

大
幅
に
減
 

歳出 

普通建設事業費5億8043万円(8.8％） 

利子割交付金等＝利子割交付金＋配当割交付金＋株式等譲渡所得割交付金 
地方特例交付金等＝地方特例交付金＋自動車取得税交付金＋交通安全対策特別交付金 

▽歳出内訳（性質別） 
総額 66億1242万円 

▽歳 入 内 訳  
総額 68億3189万円 

地方特例交付金等 
1億5545万円(2.2％） 

町税 
44億8277万円（65.6％） 

地方譲与税1億3006万円(1.9％） 
利子割交付金等3134万円(0.5％） 
地方消費税交付金3億5425万円(5.2％） 

地方交付税2327万円(0.3％） 

繰入金4億217万円（5.9％） 
繰越金1億634万円（1.6％） 
諸収入1億774万円（1.6％） 
　　　　　　町債4億990万円（6.0％） 

寄附金4610万円（0.7％） 
 

財産収入 
1697万円 
（0.3％） 

府支出金 
2億2087万円 

（3.2％） 
 
 国庫支出金 

1億7783万円 
（2.6％） 

使用料及び 
手数料 

9689万円 
（1.4％） 

分担金及び負担金 
6994万円（1.0％） 

人件費 
22億8482万円（34.5％） 

物件費 
10億7844万円 
（16.3％） 

維持補修費5793万円（0.9％） 

扶助費 
5億1567万円 

（7.8％） 

公債費 
4億7964万円 

（7.2％） 

積立金 
9404万円 
（1.4％） 

貸付金 
7788万円 
（1.2％） 

繰出金 
6億4551万円 
（9.8％） 

補助費等 
7億9806万円 
（12.1％） 

り
ょ
う
 

（  ）  
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   歳
出
決
算
額
を
目
的
別
に
み
る
と
、
総
務
費
で

は
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
や
警
戒
・
災
害
時

に
必
要
な
気
象
総
合
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
は

じ
め
、
国
勢
調
査
の
実
施
、
第
4
次
総
合
計
画
の

策
定
業
務
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
〇
・
六
㌫
減

の
九
億
九
千
七
百
五
十
二
万
円
（
歳
出
全
体
の
十

五
・
一
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

民
生
費
で
は
、
障
害
者
居
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス

支
援
費
や
介
護
保
険
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
料
助

成
事
業
を
は
じ
め
、
乳
幼
児
医
療
費
や
老
人
医
療

費
、
各
種
児
童
手
当
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

繰
出
金
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
〇
・
六
㌫
増
の

十
五
億
三
千
二
百
六
万
円
（
同
二
十
三
・
二
㌫
）

と
な
り
、
衛
生
費
で
は
、
前
立
腺
が
ん
検
診
を
実

施
し
た
ほ
か
、
住
民
基
本
健
診
や
、
ご
み
・
し
尿

に
か
か
る
城
南
衛
生
管
理
組
合
負
担
金
な
ど
で
、

五
億
六
千
九
百
十
四
万
円
（
同
八
・
六
㌫
）
と
な

り
ま
し
た
。
 

農
林
水
産
業
費
で
は
、
小
規
模
農
業
基
盤
整
備

事
業
や
農
産
物
の
直
売
所
設
置
推
進
事
業
補
助
金
、

産
地
づ
く
り
対
策
事
業
補
助
金
な
ど
で
、
一
億
一

千
六
百
二
十
一
万
円
（
同
一
・
八
㌫
）
と
な
り
、

商
工
費
で
は
、
中
小
企
業
者
の
資
金
借
入
に
か
か

る
利
子
補
給
金
や
企
業
立
地
促
進
助
成
金
な
ど
の

増
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ
十
三
・
九
㌫
増
の
二

億
九
千
百
四
十
七
万
円
（
同
四
・
四
㌫
）
と
な
り

ま
し
た
。
 

土
木
費
で
は
、
道
路
改
良
事
業
を
は
じ
め
、
歩

道
整
備
工
事
や
の
っ
て
こ
バ
ス
運
行
事
業
、
水
と

緑
の
回
廊
整
備
工
事
、
新
市
街
地
整
備
調
査
業
務

な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
二
十
七
・
〇
㌫
減
の
八

億
七
百
七
十
万
円
（
同
十
二
・
二
㌫
）
と
な
り
ま

し
た
。
 

消
防
費
で
は
、
消
防
庁
舎
の
耐
震
補
強
工
事
や

携
帯
電
話
一
一
九
番
直
接
受
信
シ
ス
テ
ム
設
備
工

事
、
消
火
栓
の
新
規
設
置
な
ど
を
お
こ
な
い
、
前

年
度
と
比
べ
十
七
・
二
㌫
増
の
四
億
九
千
九
百
六

十
四
万
円
（
同
七
・
六
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

教
育
費
で
は
、
城
南
土
地
開
発
公
社
か
ら
ゆ
う

ホ
ー
ル
の
用
地
買
い
戻
し
を
は
じ
め
、
佐
山
小
学

校
南
校
舎
棟
内
部
改
修
工
事
や
東
角
小
学
校
北
校

舎
大
規
模
改
修
・
耐
震
補
強
工
事
の
実
施
設
計
業

務
、
佐
山
幼
稚
園
の
保
育
室
増
設
改
修
工
事
、
東

角
小
学
校
プ
ー
ル
改
修
工
事
設
計
業
務
、
そ
し
て
、

町
民
プ
ー
ル
改
修
工
事
や
中
央
公
民
館
の
ア
ス
ベ

ス
ト
対
策
工
事
、
財
団
法
人
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業

団
運
営
費
補
助
金
な
ど
で
、
前
年
度
と
比
べ
五
・

九
㌫
増
の
十
一
億
八
千
百
三
十
四
万
円
（
同
十
七
・

九
㌫
）
と
な
り
ま
し
た
。
 

公
債
費
は
、
前
年
度
で
借
り
換
え
た
減
税
補
て

ん
債
の
減
に
よ
り
、
四
十
三
・
四
㌫
減
の
四
億
七

千
九
百
六
十
四
万
円
（
同
七
・
二
㌫
）
と
な
り
ま

し
た
。
 

●議会費　議会運営のために使ったお金 

●総務費　全般的なまちづくりの費用や役場の庁舎維持管

理などの総括的な事務に使ったお金 

●民生費　高齢者や障害者の人々のためや保育所運営など

の福祉全般の事務や事業に使ったお金 

●衛生費　保健衛生やごみ処理など安全で衛生的な生活の

ために使ったお金 

●労働費　勤労者の技能の養成などに使ったお金 

●農林水産業費　農業の振興のために使ったお金 

●商工費　商工業の振興に使ったお金 

●土木費　町道の新設や改良、河川の維持管理、都市計画

事業などに使ったお金 

●消防費　防火水利・消防機械器具等の整備や消防団の運

営などに使ったお金 

●教育費　幼稚園や小・中学校の運営費用や生涯学習のた

めの費用、町内の体育施設の維持管理などに使

ったお金 

●公債費　建設事業などをおこなうために借り入れたお金

の返済金 

幼
保
一
体
化
の
推
進
や
 

新
市
街
地
整
備
調
査
を
実
施
 

幼
保
一
体
化
の
推
進
や
 

新
市
街
地
整
備
調
査
を
実
施
 

▼財政構造を見る二つのバロメーター 
経常収支比率　人件費や扶助費、公債費など経常的な義務的経
費が、税金などの収入に占める割合をいい、70から80㌫程
度が望ましいとされています。 
公債費比率　一年間に返済する町の借入金にかかる元金と利
子の償還額（公債費）が町税などの一般財源に占める割合を
いい、一般的には10㌫以下であると健全、15㌫を超えると
要注意、20㌫以上になると危険といわれています。 

8 

7

13 14 15 16 17年度 

90 

85 

80

％ 
経常収支比率 

公債費比率 

82.8

87.6 86.2
88.8

90.9

7.77.67.98.1
7.7

議会費 
1億2889万円（1.9％） 

総務費 
9億9752万円（15.1％） 

民生費 
15億3206万円（23.2％） 

衛生費 
5億6914万円（8.6％） 

土木費 
8億770万円（12.2％） 

教育費 
11億8134万円（17.9％） 

公債費 
4億7964万円（7.2％） 

消防費 
4億9964万円（7.6％） 

労働費 
881万円（0.1％） 

農林水産業費 
1億1621万円（1.8％） 

商工費 
2億9147万円（4.4％） 

歳出の 
目的別内訳 
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一般会計の主な支出 （　）は構成比 

 
286万円 

 
 

53万円 
126万円 
690万円 
62万円 

1549万円 
182万円 
1282万円 

 
 

2547万円 
8491万円 
1100万円 
6089万円 
100万円 
1919万円 
119万円 
1707万円 
1054万円 
1376万円 
2694万円 
3062万円 
359万円 

 
 

3425万円 
839万円 
164万円 

1億7587万円 
3595万円 
494万円 
6676万円 

 
 

150万円 
1675万円 
113万円 
149万円 
495万円 
501万円 

 
 

1565万円 
5475万円 
5482万円 

議会費　1億2889万円（1.9%） 
議会だよりの発行 
 
総務費　9億9752万円（15.1%） 
木造住宅耐震診断士派遣事業 
防災気象総合情報サービス 
第4次総合計画の策定 
第3次行政改革大綱及び集中改革プランの策定 
「広報くみやま」の発行 
「ほほえみ紀行」の発行 
ふるさとフェア久御山への補助 
 
民生費　15億3206万円（23.2%） 
社会福祉協議会補助 
障害者施設サービス支援 
身体障害者デイサービス事業 
障害者居宅サービス支援 
新障害者基本計画策定業務 
敬老金の支給 
老人福祉センター荒見苑駐輪場設置工事 
健康センター運動指導事業 
居宅サービス等利用者負担額助成事業 
在宅介護支援センター事業 
福祉医療費支給事業 
乳幼児医療費支給事業 
子育て支援プランの推進 
 
衛生費　5億6914万円（8.6%） 
成人・老人保健事業 
母子保健事業 
健康づくり推進事業 
可燃ごみ・不燃ごみの処理 
不燃ごみ収集運搬委託 
再生資源集団回収事業補助 
し尿収集および処理 
 

農林水産業費　1億1621万円（1.8%） 
直売所設置推進事業補助 
水田農業構造改革対策事業補助 
久御山ブランド推進事業補助 
水田におけるジャンボタニシの防除対策事業 
国営附帯府営農地防災事業負担 
下津屋地区小規模農業基盤整備事業 
 
商工費　2億9147万円（4.4%） 
商工会活動補助 
中小企業者資金借入保証料補給 
中小企業者資金借入利子補給 

久御山町中小企業低利融資制度（マル久制度） 
企業立地促進助成 
雇用機会増大促進啓発事業 
展示会等出展支援助成 
 

土木費　8億770万円（12.2%） 
交通安全施設の整備 
道路整備等 
道路維持補修等 
河川・排水路整備等維持補修 
都市下水路整備等 
新市街地整備事業 
宮ノ川南公園改修事業設計業務委託 
公園の施設管理等 
公共交通「のってこバス」運行事業 
 

消防費　4億9964万円（7.6%） 
消防職員研修 
消防団員研修 
消防庁舎耐震補強工事 
消防水利の増強整備 
消防機械器具等の整備 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育費　11億8134万円（17.9%） 
ＡＥＴによる英語活動や国際理解教育の充実 
久御山中学校ワーウィック派遣事業 
佐山幼稚園保育室増設改修工事 
佐山小学校南校舎棟内部改修工事 
御牧小学校給食室空調設備改修工事 
修学旅行費や給食費などの補助 
就学前教育の充実（幼保一体的運営） 
生涯学習事業 
留守家庭児童育成事業 
社会教育関係団体育成補助 
図書館サービスの向上 
中央公民館アスベスト対策改修工事および便所修繕・ 
重油用ポンプ取替え工事 
ゆうホール用地買戻し 
町民プール維持管理工事 
　　　　 

公債費　4億7964万円（7.2%） 

6700万円 
7034万円 
165万円 
108万円 

 
 

312万円 
9974万円 
3695万円 
932万円 
2781万円 
3962万円 
179万円 
4383万円 
3780万円 

 
 

456万円 
426万円 
5970万円 
2026万円 
190万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1569万円 
299万円 
4683万円 
9776万円 
731万円 
2412万円 
1481万円 
360万円 
3283万円 
6876万円 
3698万円 

 
1306万円 
9548万円 
872万円 
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11月14日 

中央公民館 

午後1時から 

午前9時30分～午後3時 

火 

11月23日 中央公園 祝 

戦
後
61
年
目
に
あ
た
り
、
改
め
て
戦
争
で
尊
い

生
命
を
失
わ
れ
た
人
々
に
追
悼
の
誠
を
さ
さ
げ
、

平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
平
成
18 
年

度
久
御
山
町
戦
没
者
追
悼
式
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

式
典
の
あ
と
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
遺
族
の
人
々
を
は
じ
め
、
多
く

の
み
な
さ
ん
も
参
列
し
て
く
だ
さ
い
。
 

会
場
へ
は
、
左
表
の
と
お
り
、
臨
時
送
迎
バ
ス

を
運
行
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
バ
ス
停
か
ら
ご

乗
車
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
14 
日
c
　
午
後
１
時
か
ら
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
第
１
部
…
追
悼
式
典
 

 
 
第
2
部
…
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
漫
才
や
歌
謡

浪
曲
、
歌
謡
シ
ョ
ー
）
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

～協働と連携・みんなで 
　築く明日のくみやま～ 

と　　　き 

と　き ところ 

と　こ　ろ 

あり
がと
うござ

いました

たく
さん
のご応

募

あり
がと
うござ

いました

たく
さん
のご応

募

今年も、11月23日-に「ふるさとフェア久御山」
を開催します。 
農業や商業、工業、一般の各エリア、フリーマーケ

ットコーナーで、それぞれに趣向を凝らした催しや展
示、即売などをおこないます。 
メインステージでは、「ブラックマヨネーズ」・「NON 

STYLE」の漫才や「KAKO&Robins'nest」のオール
ディーズLive、「ふたりはプリキュアスプラッシュス
ター」のキャラクターショーなど、盛りだくさんの催
しを予定しています。みなさんお誘い合わせのうえ、
ご来場ください。 
問い合わせ／フェア実施委員会（産業課内） 

号　車 場　　所 発車時刻 

▼臨時送迎バス発車時刻・場所一覧表 

大橋辺公民館向側 

北川顔バス停 

藤和田バス停 

市田バス停 

鈴間バス停 

村東バス停 

御牧バス停 

坊之池バス停 

相島西バス停 

中島バス停 

相島北バス停 

東一口 ロ－ソン西側 

前川橋バス停 

排水機場前バス停 

西一口バス停 

林バス停 

佐山バス停 

久御山団地バス停ロータリー 

久御山団地南バス停（東側） 

佐山東代バス停 

佐山小学校前 

新成田バス停 

栄町バス停 

西栄町バス停 

佐古バス停 

工業団地バス停（五差路南側） 

下津屋口バス停 

下津屋バス停 

12:10 

12:13 

12:16 

12:00 

12:03 

12:08 

12:10 

12:13 

12:17 

12:00 

12:05 

12:10 

12:13 

12:16 

12:19 

12:10 

12:13 

12:10 

12:13 

12:18 

12:10 

12:05 

12:07 

12:10 

12:13 

12:15 

12:20 

12:23

 

1 

 

 

 

 
2 

 

 

 

 

 
3
 

 

 

 
4 

 

5 

 

6 
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〈
特
選
〉
 

谷
村
　
亜
美
　
御
牧
小
学
校
　
　
6
年
 

小
泉
　
尚
香
　
東
角
小
学
校
　
　
5
年
 

樋
口
　
歩
美
　
久
御
山
中
学
校
　
3
年
 

〈
入
選
〉
 

藤
本
　
恭
平
　
御
牧
小
学
校
　
　
5
年
 

二
木
　
知
亮
　
御
牧
小
学
校
　
　
5
年
 

関
戸
　
　
惇
　
佐
山
小
学
校
　
　
5
年
 

田
井
　
温
子
　
佐
山
小
学
校
　
　
6
年
 

田
村
　
七
海
　
佐
山
小
学
校
　
　
6
年
 

八
木
美
桜
里
　
東
角
小
学
校
　
　
5
年
 

石
田
　
桃
香
　
東
角
小
学
校
　
　
6
年
 

白
數
　
麻
衣
　
久
御
山
中
学
校
　
１
年
 

〈
特
選
〉
 

え
ら
ん
だ
よ
　
あ
な
た
に
み
ら
い
　
た
く
し
た
よ
 

　
　
　
　
葛
城
　
　
諒
　
御
牧
小
学
校
　
　
１
年
 

ボ
ク
の
た
め
　
未
来
の
た
め
の
　
そ
の
一
票
 

　
　
　
　
馬
場
崎
智
大
　
御
牧
小
学
校
　
　
3
年
 

そ
の
一
票
　
明
る
い
未
来
を
　
ひ
ら
く
鍵
 

　
　
　
　
中
村
　
太
一
　
御
牧
小
学
校
　
　
6
年
 

自
分
の
思
い
　
選
挙
に
行
っ
て
　
伝
え
よ
う
 

　
　
　
　
藤
本
　
晃
平
　
御
牧
小
学
校
　
　
6
年
 

と
ど
け
よ
う
　
み
ん
な
の
気
持
ち
を
　
こ
の
紙
で
 

　
　
　
　
岸
　
　
直
歩
　
御
牧
小
学
校
　
　
6
年
 

も
っ
た
い
な
い
　
大
じ
な
一
ぴ
ょ
う
　
す
て
な
い
で
 

　
　
　
　
松
本
紫
勇
斗
　
佐
山
小
学
校
　
　
2
年
 

20
才
に
な
っ
た
ら
　
責
任
持
っ
て
　
ま
ず
選
挙
 

　
　
　
　
吉
川
　
　
葵
　
佐
山
小
学
校
　
　
4
年
 

そ
の
一
票
　
未
来
を
決
め
る
　
道
し
る
べ
 

　
　
　
　
　
田
　
桃
子
　
佐
山
小
学
校
　
　
5
年
 

そ
の
一
票
　
あ
な
た
に
で
き
る
　
意
思
表
示
 

　
　
　
　
中
井
　
　
保
　
佐
山
小
学
校
　
　
6
年
 

自
分
の
思
い
　
こ
の
一
票
に
　
た
く
そ
う
よ
 

　
　
　
　
田
口
真
莉
菜
　
佐
山
小
学
校
　
　
6
年
 

大
切
な
　
そ
の
一
票
に
　
願
い
込
め
 

　
　
　
　
大
西
　
沙
紀
　
佐
山
小
学
校
　
　
6
年
 

行
か
な
い
の
？
明
日
を
き
め
る
せ
ん
き
ょ
だ
よ
！
 

　
　
　
　
矢
下
　
智
也
　
東
角
小
学
校
　
　
１
年
 

一
票
は
　
明
る
い
未
来
の
　
第
一
歩
！
 

　
　
　
　
日
　
ち
ひ
ろ
　
東
角
小
学
校
　
　
3
年
 

そ
の
一
票
　
社
会
を
か
え
る
　
力
だ
よ
 

　
　
　
　
田
村
　
優
奈
　
東
角
小
学
校
　
　
5
年
 

そ
の
一
票
が
　
ぼ
く
ら
の
く
ら
し
を
　
か
え
て
い
く
 

　
　
　
　
鳥
居
　
健
汰
　
東
角
小
学
校
　
　
5
年
 

こ
の
一
票
　
未
来
を
か
え
る
　
か
け
は
し
だ
 

　
　
　
　
岩
本
　
麻
佑
　
東
角
小
学
校
　
　
6
年
 

選
挙
で
は
　
一
人
一
人
が
　
主
役
で
す
 

　
　
　
　
薮
本
　
和
也
　
久
御
山
中
学
校
　
3
年
 

あ
な
た
で
す
　
選
挙
の
カ
ギ
を
　
握
る
の
は
 

　
　
　
　
明
主
　
宣
彦
　
久
御
山
中
学
校
　
3
年
 

そ
の
一
票
！
　
無
駄
に
し
な
い
で
！
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
っ
た
い
な
い
よ
 

　
　
　
　
森
　
　
春
香
　
久
御
山
中
学
校
　
3
年
 

む
だ
に
す
る
な
　
未
来
を
変
え
る
　
そ
の
一
票
 

　
　
　
　
稲
田
　
瑞
規
　
久
御
山
中
学
校
　
3
年
 

＝
敬
称
略
・
順
不
同
＝
 

ポ
ス
タ
ー
部
門
 

標
語
部
門
 

あり
がと
うござ

いました

たく
さん
のご応

募

あり
がと
うござ

いました

たく
さん
のご応

募

あり
がと
うござ

いました

たく
さん
のご応

募

町明るい選挙推進協議会（立岡陽太郎副会長）では、明るい選挙啓発ポスターと標語
の審査会を9月19日に開催。応募のあったポスター62点、標語343点を厳正に審査し、
ポスター部門で特選3点、入選8点、標語部門で特選20点を選びました。 
両部門の特選作品23点は、京都府の2次審査に出品し、ポスター部門で小泉尚香さ

んと樋口歩美さんが入選、谷村亜美さんが佳作に選ばれ、標語の部門では、矢下智也さ
んが京都府明るい選挙推進協議会会長賞、中村太一さんと吉川葵さん、中井保さんが優
秀賞に選ばれました。 
特選・入選作品は、町民文化祭で展示するほか、明るい選挙の啓発に活用します。 

【
特
選
】
樋
口
　
歩
美 

【
入
選
】
八
木
　
美
桜
里 

【
入
選
】
石
田
　
桃
香 

【
入
選
】
白
數
　
麻
衣 

【
入
選
】
関
戸
　
　
惇 

【特選】谷村　亜美 
 

【入選】田井　温子 

【特選】小泉　尚香 

【入選】藤本　恭平 

【入選】二木　知亮 

【入選】田村　七海 
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生後10か月から1歳8か月の乳幼児とその保護者を対象

に、遊びや子育てのポイントを学んでもらおうと、毎月1

回ゆうホールと保健センターで交互に「すくすくひろば」

を開いています。 

10月6日には、ゆうホールで救急法の講習会が開かれ、

11組の親子が参加して心臓マッサージや誤飲の対処法な

どを学びました。 

講習会では、ケガなどで出血したときには、タオルを直

接傷口にあてる直接圧迫という止血の方法や、やけどをし

たときは、流水で冷やすことが必要だが、冷やしすぎても

体温を下げてしまうので注意する必要があることなどの話

に参加者は熱心に耳を傾けていました。 

また、人形を使って小さなおもちゃなどを誤って飲み込

んだときは、うつぶせにして背中をたたくことや、心臓マ

ッサージの仕方などを学び、万一、救急車を呼ぶことが起

こった場合に備え、お母さんたちから通報の手順などにつ

いて質問がでていました。 

オーストラリアのワーウィック・ステート・ハイスクー

ルの生徒らと住民による「グッド・ウィル（親善）パーテ

ィー」が、来日最終日の10月1日、役場コンベンション

ホールで開かれました。 

このパーティーは、町内の大正琴、Ｅ・Ｅ、英会話の3

サークルのみなさんが住民の国際交流の輪を広げようと主

催したもので、ホームステイ先の家族や学校関係者、各サ

ークルのメンバーら113人が参加して親睦を深めました。 

大正琴サークルが「上を向いて歩こう」を演奏するなか、

ワーウィック・ステート・ハイスクールの生徒らが入場し

て、パーティーがスタートしました。 

主催者を代表して、英会話サークルの山崎英子さんが、

英語で歓迎のあいさつ。テーブルごとにくつろいだ雰囲気

のなかで、滞在中の思い出話をしたり一緒に写真を撮った

りして、歓談しました。 

このあと、合唱や折り紙に挑戦など、日本での最後のひ

とときを楽しく過ごしました。 

熱心に講習を受ける親子 楽しく歓談する参加者 

役場コンベンションホール ゆうホール 

グッド・ウィルパーティー 

また会える日まで 

すくすくひろば（親子教室） 

緊急時の対処法を学ぶ 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 

8
広報くみやま 平成18年11月1日 

　　　　 

子どもみこしの巡行（10月9日・田井） 
久味の会＆親子サロンの楽しい料理講習会 （10月2日・保健センター） 



小林　凌大くん 
こばやし　　りょうた 

（平成17年9月5日生） 
誰からも好かれる優しい男の子に育

ってネ。 

林　父　恒之さん・母　佳美さん 

9月15日から10月14日までの受付分（敬称略） 

川
　
　
洋
幹
 

南
　
　
智
久
 

山
田
　
朗
宏
 

谷
口
　
儀
次
 

野
々
井
博
之
 

北
村
　
　
徹
 

東
一
口
 

野
　
村
 

佐
　
山
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

川
　
は
る
か
 

南
　
　
　
幸
 

山
田
　
優
紀
 

谷
口
か
お
り
 

野
々
井
真
紀
子
 

北
村
　
美
紀
　
　
　
 

幸
平
・
知
子
 

圭
市
・
あ
さ
美
 

　
巧
・
敬
子
 

　
武
・
典
子
 

逸
雄
・
か
お
り
 

伸
弘
・
純
子
 

知
賢
・
恵
子
 

靖
正
・
千
春
 

貴
幸
・
麗
子
 

幸
司
・
美
幸
 

剛
志
・
美
雪
 

藤
和
田
 

島
　
田
 

野
　
村
 

佐
　
山
 

　
〃
 

佐
　
古
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

下
津
屋
 

　
栄
 

大
住
　
彩
夏
 

和
田
寧
々
花
 

細
田
　
倖
克
 

樋
口
　
宗
嗣
 

椹
木
あ
い
か
 

青
山
　
倖
大
 

松
尾
　
煌
斗
 

黒
原
　
楓
真
 

柳
川
　
武
尊
 

山
本
　
夢
乃
 

平
田
　
碧
仁
 

あ
や
　

か
 

　

ね
　
ね
　
か
 

こ
う
　

し
 

そ
う
　

し
 

 こ
う
だ
い
 

き
ら
　

と
 

ふ
う
　

ま
 

　

た
　

け
る
 

ゆ
め
　

の
 

そ
ら
　

と
 

 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

穏やかな秋空のなか、第40回久御山町民運動会が10月

8日、東角小学校グラウンドでおこなわれ、栄3・4丁目

自治会が総合優勝しました。 

自治会対抗種目の綱引きや男女別対抗リレー、一般種目

のざる引き、幼児保護者のレースなど各競技で熱戦が繰り

広げられました。 

ギネスに挑戦するリレーボールは、久御山町記録を持つ

栄3・4丁目が自己ベストを更新し優勝。一方、玉入れで

は、連続優勝を狙う野村が惜しくも敗退し、相島が優勝し

ました。 

自治会対抗種目の結果は、次のとおりです。 

＜総合＞①栄3・4丁目　②野村　③相島 

＜リレーボール＞①栄3・4丁目　②野村　③相島 

＜玉入れ＞①相島　②野村　③栄3・4丁目 

＜女子リレー＞①栄3・4丁目　②栄1・2丁目　③林 

＜男子リレー＞①市田　②藤和田　③栄3・4丁目 

＜綱引き＞①藤和田　②北川顔　③相島 

東角小学校グラウンド 

スポーツの秋を満喫 

第40回町民運動会 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
 

み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
大
な
わ
と
び
 

▼  

力
い
っ
ぱ
い
綱
引
き
 

▼ 

ギ
ネ
ス
に
挑
戦
リ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

▼ 
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東角小4年生が消防署を見学 
（10月13日・消防本部） 

グラウンドゴルフ教室（10月13日・中央公園） 

PTA主催の秋ま
つり（10月12日

・東角幼稚園）
 



町では、このアンケート結果とこのほかにいただいたご意見や過去の運行実績などを基に、くみや
ま公共交通活性化委員会で運行内容のご意見もいただきながら、本格運行に向けて、住民のみなさん
に、より利用しやすい効率的な巡回バスの運行ができるように検討をしていきたいと考えています。 
問い合わせ／都市計画課 

1．巡回バスをどのくらい利用されていますか。 

町では、平成19年度ものってこバス（巡回バス）の運行を予定しています。 
今回、その基礎的な資料とするため、8月上旬から下旬にかけて、バス利用者

や公共施設利用者、町政モニターを対象にアンケート調査をおこない、155人
から回答をいただきました。その主な集計結果は次のとおりです。 

2．巡回バスをどのように改善すれば、利用される機会が
増えますか。（回答2つまで） 

4．経費節減の手法としてどのような方法がよいですか。 

3．巡回バスについての年間経費は、実際にバスに乗らな
い人も含めて、町民１人あたり約2,000円（図書館は
約2,100円　公園は約1,600円）かかっています。こ
の経費についてどのように感じられますか。 

リ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
不
用
に
な
っ
た
も
の
を
も

う
一
度
資
源
に
し
て
、
新
し
い
製
品
に
す
る
こ
と

で
す
。
 

し
か
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
に
も
新
た
な
資
源

や
費
用
が
必
要
な
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
前
に
、

今
あ
る
も
の
を
有
効
に
で
き
る
だ
け
長
く
利
用
し

ま
し
ょ
う
。
ど
う
し
て
も
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
は
、
次
の
よ
う
に
再
生
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

・
缶
類
は
、
ア
ル
ミ
の
原
料
や
製
鉄
の
原
料
に
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
用
品
や
電
気
製
品
の
部
品

に
活
用
さ
れ
ま
す
。
 

・
び
ん
類
は
、
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
と
し
て
再
利

用
、
ま
た
は
ガ
ラ
ス
製
品
や
建
築
材
料
な
ど
に

再
生
さ
れ
ま
す
。
 

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
衣
類
や
卵
の
パ
ッ
ク
、
ま
た

は
飲
料
用
以
外
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
再
生

さ
れ
ま
す
。
 

・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
ト
レ
イ
は
、
燃
料
や
日
用

品
に
、
ま
た
は
再
び
ト
レ
イ
に
な
り
ま
す
。
 

・
紙
パ
ッ
ク
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
紙
製
品
に
再
生
さ
れ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

ボランティアスタッフも募集 ボランティアスタッフも募集 

（巡回バス） 

利用したことがない　　月に1、2回程度　　1、2回利用した 
週に1、2回　　　　　　週に3～5回　　　　ほぼ毎日利用 
不明　　　　　　　　　今回初めて利用 

0％ 50％ 100％ 

36.1 19.4 15.5 14.2 5.8 5.2 2.5

1.3

運行便数を増やす　　　　　　運行時間を分かりやすく 
目的地までの所要時間短縮　　終発の時間を遅くする 
運賃を安くする　　　　　　　その他 
始発の時間を早くする　　　　不明 
バス停を増やす 

0％ 50％ 100％ 

21.9 18.3 15.9 15.5 8.5 6.5 5.7 4.9

2.8

バスを小型化する　　　　　　乗客数の少ない時間帯の便の減 
路線バスとの重複をなくす　　乗降客数の少ないバス停をなくす 
乗客数の少ないルートの便を減らす 

0％ 50％ 100％ 

50.0 25.1 8.3 8.3 8.3

現状のままでよい　　運行サービスの改善のため町の経費を上げてもよい 
分からない　　　　　その他　　　運行サービスを低下させても町の経費を下げる 
不明　　　　　　　　　　　　　　運賃を上げ町の経費を下げる 

0％ 50％ 100％ 

39.4 16.8 14.8 8.4 7.7 7.7 5.2
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今
回
は
、
先
月
号
で
掲
載
し
た
地
域
生
活
支
援

事
業
に
つ
い
て
、
利
用
方
法
や
自
己
負
担
額
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
 

①
移
動
支
援
事
業
 

屋
外
で
の
移
動
が
困
難
な
人
に
対
し
、
外
出
の

た
め
の
支
援
を
お
こ
な
い
、
余
暇
活
動
や
社
会
参

加
を
支
援
し
ま
す
。
た
だ
し
、
通
勤
や
営
業
な
ど

の
経
済
活
動
、
１
日
以
上
に
わ
た
る
外
出
や
社
会

通
念
上
適
当
で
な
い
外
出
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

②
日
中
一
時
支
援
事
業
 

地
域
で
生
活
す
る
障
害
の
あ
る
人
を
一
時
的
に

預
か
り
、
日
中
活
動
の
場
や
日
常
的
な
訓
練
の
提

供
を
お
こ
な
い
、
日
常
的
に
介
護
し
て
い
る
家
族

の
一
時
的
な
休
息
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。
 

①
と
②
の
事
業
は
、
社
会
福
祉
課
へ
申
請
し
、

審
査
の
う
え
、
利
用
者
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
 

現
在
、
自
立
支
援
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
人
も
申
請
が
必
要
で
す
。
 

ま
た
、
自
己
負
担
額
は
、
町
の
委
託
料
の
5
㌫

で
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。
生
活
保
護
世
帯
は
無

料
で
す
。
 

利
用
で
き
る
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

③
日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業
 

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
に
、
日
常
生
活
に

必
要
な
用
具
や
器
具
を
給
付
ま
た
は
貸
与
し
ま
す
。

障
害
に
よ
り
用
具
の
支
給
対
象
者
が
異
な
り
ま
す
。

町
の
給
付
基
準
額
の
5
㌫
が
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で
す
。
 

④
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
 

聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援

す
る
た
め
、
手
話
通
訳
や
要
約
筆
記
の
で
き
る
人

を
派
遣
し
ま
す
。
 

会
議
な
ど
で
必
要
な
場
合
は
、
主
催
者
ま
た
は

利
用
者
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑤
相
談
支
援
事
業
 

相
談
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
町
が
委
託
し
て
い
る
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
「
は
ー
も
に
ぃ
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
障

害
者
や
障
害
児
の
保
護
者
、
家
族
の
人
の
相
談
に

応
じ
た
り
、
必
要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

場所／役場スタート・ゴール 
コース／木津川サイクリングロード 
申し込み方法 
①直接申し込み 
大会事務局または社会教育課へ。 

②郵便振替（当日消印有効） 
郵便局 

③インターネット（24時間） 
http://www.town.kumiyama.kyoto.jp 
http://www.runnet.jp 

④携帯サイト（24時間） 
http://www.runnet.jp 

（ i モード、EZweb、SoftBank）
⑤電話（9：30～17：30） 
103（3714）6409 

 
 
走路観察・給水・会場スタッフとし

て、選手をサポートしませんか。 
ボランティアを希望される人は、住

所、氏名、年齢、電話番号、性別とボ
ランティア希望とご記入のうえ、ハガ
キ、ファックスまたはEメールで、大
会事務局へお申し込みください。 
問い合わせ／同実施委員会事務局（総

合体育館内）10774（44）2205、
60774（44）2203、Eメール
taiikukan@town.kumiyama.kyoto.jp

くみやまマラソン実施委員会では、第17回くみやまマラソンの参加
者を募集しています。11月22日（水）までに、お申し込みください。 
大会事務局では、11月23日（祝）まで受け付けます。 

障
害
者
 

自
立
支
援
法
⑤
 

障
害
者
 

自
立
支
援
法
⑤
 

第17回 

ボランティアスタッフも募集 ボランティアスタッフも募集 ボランティアスタッフも募集 

115 
200 
290 
327 
365 
402 
437 
472 
507 
542 
577 
612 
647 
682 
717 
752 
25% 
加算 

40 
75 
112 
147 
182 
217 
252 
287 
322 
357 
392 
427 
462 
497 
532 
567 
25% 
加算 

35 
70 
105 
140 
175 
210 
245 
280

30分未満 
30分以上1時間未満 
1時間以上1時間30分未満 
1時間30分以上2時間未満 
2時間以上2時間30分未満 
2時間30分以上3時間未満 
3時間以上3時間30分未満 
3時間30分以上4時間未満 
4時間以上4時間30分未満 
4時間30分以上5時間未満 
5時間以上5時間30分未満 
5時間30分以上6時間未満 
6時間以上6時間30分未満 
6時間30分以上7時間未満 
7時間以上7時間30分未満 
7時間30分以上8時間未満 
夜間（午後8時以降）および 
早朝（午前8時まで）の加算割合 

移動支援事業利用料  
 
 

日中一時支援事業利用料 
 
1時間未満 
1時間以上2時間未満 
2時間以上3時間未満 
3時間以上4時間未満 
4時間以上5時間未満 
5時間以上6時間未満 
6時間以上7時間未満 
7時間以上8時間未満 

利用料 

利用料 

身体 
介護 
あり 

身体 
介護 
なし 

利用時間 

利用時間 

（単位：円） 

（単位：円） 

※利用料は、端数処理の関係で差額が生じることがあります。 

《雨天決行》 2007.1.28

距離 部　　　門 参加料 
記 
号 

1.5㎞ 

 

 
3㎞
 

 

 

 

 
5㎞
 

 

 

 

 

 

 

10㎞ 

 

 

 

 

 

 

 

3㎞ 
 
5㎞ 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

I 

J 

K 

L 

M 

N 

O 

P 

Q 

R 

S 

T 

 

 

 

X 

Y 

Z

1,500円 

500円 

500円 

1,000円 

1,000円 

1,000円 

1,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

1,000円 

1,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

2,000円 

 

 

 

500円 

300円 

500円 

スタート 
時 刻 

距離 部　　　門 参加料 
記 
号 

スタート 
時 刻 

10:30 

 

 
10:35 

 

 

 

 
11：05 

 

 

 

 

 

 

11：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

11：10

マラソンの部 

ジョギングの部 

ファミリーペア（小学1～3年生とその家族） 

小学生男子（小学4～6年生） 

小学生女子（小学4～6年生） 

中・高校生男子 

中・高校生女子 

中・高校生男子 

中・高校生女子 

一般男子（18歳～49歳） 

一般男子（50歳以上） 

一般女子（18歳～49歳） 

一般女子（50歳以上） 

中・高校生男子 

中・高校生女子 

一般男子（18歳～29歳） 

一般男子（30歳代） 

一般男子（40歳代） 

一般男子（50歳代） 

一般男子（60歳以上） 

一般女子（18歳～49歳） 

一般女子（50歳以上） 

 

 

 

ファミリーペア（小学1～3年生とその家族） 

小学生（4～6年生）・中学生 

一般（高校生以上） 

〜
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毎
食
、
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
 長

寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く
み
や
ま
21
」
の

内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

御牧小学校バス停は、平成16年4月にのってこバスの
運行開始にあわせて設置したバス停です。 
バス停の名称にもなっている御牧小学校は、明治5年に

開校した歴史ある小学校で、近年では英語教育に力を入れ、
実践的なコミュニケーション能力を育成するため、奈良公
園や京都市内に児童が出向き、外国人との会話にチャレン

ジしています。 
また、同校では、5年生が中心となって学校近くの約3
アールの学童農園で、無農薬にこだわった米作りをおこな
い、今年も、10月18日に、秋晴れのもと、児童らが稲刈
りを体験しました。 
ＰＴＡ役員や地元の農家の人からアドバイスを受けなが
ら、代かきから始まり、田植えや草取り、水の管理、稲刈
りに至るまで、すべての作業を子どもたちが体験し、まち
の大切な産業を学んでいます。 
御牧小学校の南側には、「平安朝御牧馬寮故址」の碑が
あります。 
御牧馬寮とは、61ヘクタールにも及ぶ広大な御料牧場
のことで、美豆の御牧と呼ばれていたと、古文書に記載さ
れています。御料牧場の位置は、淀の美豆から北川顔、藤
和田、封戸周辺と考えられ、田園風景や情緒を楽しむこと
のできる散策の地でもあります。 
問い合わせ／都市計画課 

稲刈りを体験する児童ら 

バス停シリーズ 

　御牧小学校 17

   栄
養
は
、
不
足
し
て
も
過
剰
に
な
っ
て
も
体
に

影
響
を
与
え
、
疾
患
が
生
じ
る
一
因
と
な
り
ま
す
。

質
・
量
と
も
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

健
康
く
み
や
ま
21
の
策
定
時
の
生
活
習
慣
実
態

調
査
（
平
成
15 
年
度
）
で
は
、
成
人
の
男
性
・
女

性
と
も
肉
類
や
油
脂
類
が
過
剰
と
な
っ
て
お
り
、

乳
製
品
や
芋
類
、
豆
、
野
菜
、
海
藻
類
な
ど
は
、

ど
の
年
代
で
も
不
足
傾
向
で
し
た
。
 

     
◆
1
日
に
ど
れ
く
ら
い
食
べ
れ
ば
い
い
の
？
 

緑
黄
色
野
菜
（
ニ
ン
ジ
ン
・
ピ
ー
マ
ン
・
ホ
ウ

レ
ン
草
な
ど
色
の
濃
い
野
菜
）
…
…
１
5
0
㌘
以

上
 そ

の
他
の
野
菜
（
白
菜
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
レ
タ
ス

等
色
の
薄
い
野
菜
）
…
…
2
0
0
㌘
以
上
 

合
計
3
5
0
㌘
以
上
 

野
菜
は
生
で
、
１
日
3
5
0
㌘
食
べ
る
の
は
、

と
て
も
大
変
で
す
。
加
熱
す
る
と
か
さ
が
減
り
、

た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
ま
す
。
 

◆
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る
コ
ツ
！
 

・
野
菜
の
多
い
、
定
食
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
。
 

・
単
品
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
サ
ラ
ダ
や
野
菜
の
小
鉢

を
プ
ラ
ス
す
る
。
 

・
付
け
合
わ
せ
の
野
菜
も
残
さ
な
い
。
 

・
１
日
3
食
に
必
ず
野
菜
を
入
れ
る
。
 

・
１
日
１
回
緑
黄
色
野
菜
中
心
の
メ
ニ
ュ
ー
を
入

れ
る
。
 

・
煮
物
や
お
浸
し
、
炒
め
物
、
汁
物
、
サ
ラ
ダ
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

毎
食
、
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
 

5No.

い
た
 

ホウレン草のお浸し サラダ 
（キュウリ・キャベツ・レタス・トマト） 

実だくさんのみそ汁 
（大根・ニンジン・ネギ・エノキダケ） 

カボチャの煮物 カレー 
（ニンジン・玉ネギなど） 

野菜炒め 

80g 100g 70g

100g 100g 200g

いた 
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架
空
請
求
と
い
え
ば
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
も
の
と

思
う
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
に
よ
る
請

求
に
つ
い
て
は
、
架
空
請
求
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
た
め
「
無
視
す
る
こ
と
」
と
い
う
の
が
定
着
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
 

最
近
、
新
た
な
手
口
と
し
て
「
封
書
」
を
使
っ

た
架
空
請
求
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

封
書
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
も
し
か
し
た
ら

本
当
の
請
求
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
心
理
が
働

き
、
連
絡
を
と
っ
て
、
お
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま

う
と
い
う
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

も
し
、
こ
の
よ
う
な
内
容
の
封
書
が
届
い
た
と

き
は
、
単
に
無
視
す
る
の
で
は
な
く
、
京
都
府
消

費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
町
産
業
課
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。
 

 

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
こ
ま
れ
た
ら
、
１
人
で
悩
ま

ず
府
消
費
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
6
7

１
）
0
0
0
4
、
府
山
城
広
域
振
興
局
商
工
観
光

室
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
１
0
3
ま
た
は
町
産

業
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

留
鳥
で
平
地
か
ら
山
地
の
河
川
や
湖
沼
、

農
耕
地
な
ど
で
見
か
け
ま
す
が
、
巨
椋
池
干

拓
田
で
は
冬
に
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
き
さ
は
雄
が
約
40
㌢
ぐ
ら
い
で
、
雌
が
約

50
㌢
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
。
 

繁
殖
期
以
外
の
日
中
は
、
安
全
な
場
所
で

休
息
し
、
朝
夕
は
活
発
に
行
動
し
て
、
主
に

鳥
類
を
捕
り
ま
す
。
低
空
を
飛
ん
で
い
る
も

の
や
地
上
で
休
ん
で
い
る
も
の
を
上
空
に
飛

び
立
た
せ
て
追
い
か
け
た
り
、
飛
翔
中
の
群

れ
を
乱
し
て
、
足
で
つ
か
み
捕
り
ま
す
。
 

く
ち
ば
し
は
太
め
で
、
短
く
、
上
く
ち
ば

し
の
先
近
く
に
切
れ
込
み
が
あ
る
の
で
、
獲

物
の
肉
を
引
き
ち
ぎ
る
の
に
好
都
合
で
す
。

特
徴
あ
る
鼻
腔
は
、
高
速
飛
翔
で
も
呼
吸
に

支
障
の
な
い
特
殊
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

雌
雄
ほ
ぼ
同
色
で
す
。
翼
の
上
面
は
淡
墨

色
で
、
背
翼
面
に
は
暗
色
の
細
い
鱗
模
様
が

あ
り
ま
す
。
胸
に
は
白
地
に
黒
の
縦
斑
が
あ

り
、
腹
部
に
は
白
地
に
見
事
な
細
い
横
斑
が

あ
り
ま
す
。
 

鳴
き
声
は
警
戒
の
と
き
は
「
キ
イ
キ
イ
キ

イ
」
と
早
口
で
鳴
き
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
高齢者の飲酒運転による死亡事故は、年間数十

件が発生しています。 
しかし、酒酔い運転や酒

酔い運転による事故はわず
かで、酒酔いの自覚がない
酒気帯び運転がほとんどを
占めていて、「この程度の
飲酒は危険ではない」「もう覚めたから大丈夫」
と、軽度な飲酒運転の危険を甘くみている高齢ド
ライバーも少なくないのが実態です。 
飲酒運転の代償は非常に大きく、軽い気持ちで

飲んだ一杯が、死亡事故につながるケースもあり
ます。体調によっては、注意力が著しく低下する
場合もあります。たとえ、わずかな飲酒でも「飲
んだら乗らない」を徹底することが大切です。 
高齢ドライバーによる交通事故のなかには、体

調不良にもかかわらず無理をして運転し、運転中
に持病等による体調不良をきたしたり、注意力が
著しく低下したりして、居眠り運転と同じような
意識がもうろうとした状態で、事故を引き起こし
たとみられる事故も多く発生していますので、日
ごろから健康管理や健康維持に気をつけ、体調不
良時の運転は、できるだけ慎みましょう。 
万一、運転中に体調の異変を感じたときは、無

理せず、速やかに安全な場所に車を止め、体調の
回復を待つなどの適切な措置をとることが大切で
す。特に、高齢ドライバーの睡眠不足は、「ぼん
やり・漫然運転」や「居眠り運転」を誘発する重
大な要因になりやすいので、自分の睡眠状態をチ
ェックし、十分な睡眠をとることが大切です。 
問い合わせ／監理課 

特定商取引消費料金簡易訴訟最終通告書 
 

　現在、貴殿は特定商取引料金未納分について、消費契
約運営会社から「未だ連絡が無き状態」として、民事訴
訟による訴状が提出されております。 
　このまま連絡なき場合、指定裁判所から書類通達後に
出廷となり、原告側の主張が全面的に受理され、被告の
給料及び動産物、不動産の差し押さえを裁判所執行官立
会いのもと強制執行手続きを行い「執行証書の交付」を
承諾して頂きます。 
　民事訴訟、異議申し立て等のご相談に関しましては当
局にて受け賜りますが「消費民法特例法」による法務省
認可通達書の為「個人情報保護法」上、必ずご本人様か
らの連絡をお願い致します。 
　尚、当局は原告側からの訴訟通達、また訴訟の正当性
を確認する機関であり、当局が貴殿に対し訴訟を提起す
るのではありません。予めご了承下さい。 

【文書の例】 

※万が一、身に覚えが無い場合、必ず早急にご連絡下さい。 

 

記 

※最近、架空請求の新しい手口として簡易訴訟手続き（簡易訴 
　訟は一日で判決が出てしまう為、放置されますと欠席裁判と 
　なり原告側の言い分通りの判決が出される）を利用し、実際 
　の訴訟を提起する実例もございます。 
 

連絡先 
〒１０４－００６１ 
東京都中央区○○○○ 
○○○局 
管理課　０３－○○○○－○○○○ 
 

訴訟番号　　　　　（あ）４５０８７－５４３２ 

異議申し立て期間　　本書到達後　三営業日以内 

 

98

封書による架空請求 

ハ
ヤ
ブ
サ 

（
タ
カ
目
ハ
ヤ
ブ
サ
科
） 

41

防ごう高齢者交通事故 
Ｖol.8

飲んだら乗らない 
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作り方 

今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

今
月
は
、
年
金
制
度
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

◆
新
着
図
書
の
紹
介
 

公
文
昭
夫
著
 

年
金
制
度
の
し
く
み
か
ら
、
年
金
額
や
支
給
開
始
時
年
齢
、
女
性

と
年
金
問
題
、
そ
し
て
年
金
改
革
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
Ｑ
＆
Ａ
方

式
で
詳
し
く
紹
介
 

「
年
金
不
安
　
50
問
50
答
」
 

駒
村
康
平
著
 

人
口
の
減
少
や
高
齢
化
、
年
金
の
空
洞
化
が
進
む
一
方
で
、
働
く

女
性
の
増
加
や
終
身
雇
用
の
変
化
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
、
年
金
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
の
予
測
を
中
心
に
紹
介
 

「
年
金
は
ど
う
な
る
」
 

井
戸
美
枝
著
 

30
代
・
40
代
の
人
が
、
健
康
で
文
化
的
な
老
後
を
送
る
た
め
に
求

め
ら
れ
る
長
期
的
な
「
人
生
設
計
」
。
ま
ず
、
念
頭
に
置
い
て
考
え

た
い
公
的
年
金
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
30
代
・
40
代
か
ら
考
え
る
年
金
の
本
」 

高
橋
書
店
発
行
 

平
成
17
年
度
年
金
制
度
改
正
に
つ
い
て
の
解
説
を
は
じ
め
、
国

民
・
厚
生
・
共
済
の
各
年
金
の
し
く
み
か
ら
、
女
性
の
年
金
、
手
続

き
の
方
法
ま
で
を
詳
し
く
紹
介
 

「
知
っ
て
ト
ク
す
る
あ
な
た
の
年
金
」
 

「
知
っ
て
お
き
た
い
年
金
制
度
」
 

お
は
な
し
会
 

図
書
館
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
絵
本
や
紙
芝
居
を
読

み
聞
か
せ
る
「
お
は
な
し
会
」
を
毎
月
開
い
て
い
ま
す
。
申
し
込
み

は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
11 
月
25
日
g
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
お
話
し
室
 

問
い
合
わ
せ
／
図
書
館
 

 利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
図
書
配
送
サ
ー
ビ
ス
 

図
書
館
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
や
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

な
ど
、
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
図
書
を

自
宅
な
ど
へ
配
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
 
①　ネギ、ショウガを千切りにして、
バットに入れ、南蛮酢の材料と混ぜ
ます。 

②　サンマの頭と尾を落とし、5㌢位
の筒切りにしてはらわたを出し、水
洗いして、水気をふき取り、片栗粉
を薄くつけます。 

③　カボチャを一口大のうす切りし、
しし唐辛子は切り込みを入れ、ナス
は縦半分に切って、皮側に斜めに切
り込みを入れます。 

④　170℃の揚げ油で、ナス、カボチャ、
しし唐辛子、サンマの順に揚げ、南
蛮酢に漬けます。上下をかえして、
30分以上漬けて出来上がりです。 

サンマ 
ネギ 
ショウガ 
カボチャ 
ナス 

･････････大3尾 
･･･････････1/2本 
････････1かけ 
････100グラム 

･･････････････2個 

しし唐辛子 
揚げ油 
片栗粉 
―南蛮酢― 
酢・だし汁 

･･････12本 
･･･････････適量 
･･･････････少量 

 
･･各大さじ5

砂糖 
しょうゆ 
塩 
赤唐辛子 

･･････････大さじ2 
･･大さじ3と1/2 

･･････････小さじ1/3 
･･････1～2本 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

■材料（4人分） 

◆
オ
ス
ス
メ
本
 

★
町
医
北
村
宗
哲
 （

佐
藤
雅
美
著
） 

江
戸
・
芝
明
神
前
の
医
院
は
い
つ
も

大
繁
盛
。
腕
利
き
で
あ
る
う
え
、
義
に

厚
い
医
者
。
そ
の
た
め
、
厄
介
な
頼
み

ご
と
ま
で
引
き
受
け
る
は
め
に
…
。
 

★
お
た
ん
じ
ょ
う
び
の
ひ
 

（
長
谷
川
義
史
絵
） 

明
日
は
よ
し
ふ
み
君
の
6
歳
の
お
た

ん
じ
ょ
う
日
。
ど
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ

た
の
か
生
ま
れ
た
時
の
こ
と
を
聞
い
て

み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

★
空
白
の
叫
び
 

（
貫
井
徳
郎
著
） 

ふ
つ
う
の
少
年
が
、
な
ぜ
人
を
殺
す

の
か
。
3
人
の
少
年
は
、
心
に
闇
を
抱

え
て
ど
こ
に
向
か
う
の
か
。
上
下
巻
 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

6
日
b
・
13
日
b
・
20
日
b
・
27
日
b

30
日
e

574㌔カロリー／1人分 

サンマの南蛮漬け 

94

いきいき健康教室 いきいき健康教室 いきいき健康教室 
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11月9日E～15日Dは、秋の全国火災予防運動です。 
「消さないで　あなたの心の　注意の火」 



  

  
町
内
の
施
設
や
く
ら
し
に
関
連
す
る
施
設
を
見

学
し
て
も
ら
い
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
町
長
が
懇

談
す
る
「
町
政
を
見
る
会
」
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
12 
月
2
日
g
　
午
前
9
時
か
ら
 

見
学
先
／
京
都
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
、
健
康
セ

ン
タ
ー
い
き
い
き
ホ
ー
ル
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

定
員
／
25
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
（
昼
食
は
用
意
し
ま
す
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
20
日
b
ま
で
に
 

　
　
広
報
行
政
課
へ
。
電
話
可
 

  
町
で
は
、
ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い

る
人
を
対
象
に
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
  
 

日
時
／
11 
月
30
日
e
 
午
前
10 
時
〜
午
後
4
時
 

対
象
／
在
宅
で
介
護
を
要
す
る
65
歳
以
上
の
高
齢

者
を
常
時
直
接
介
護
し
て
い
る
人
 

内
容
／
社
会
見
学
と
交
流
会
 

行
き
先
／
長
浜
・
黒
壁
ス
ク
エ
ア
と
曳
山
博
物
館
 

定
員
／
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
13 
日
b
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

  
久
御
山
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
「
久
味

の
会
」
で
は
、
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
を
目

的
に
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
き
ま

す
。
 

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
「
自
分
の
か
ら
だ

を
今
一
度
見
直
し
、
問
題
点
を
見
い
だ
し
、
日
常

生
活
の
な
か
で
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
、
自
分
自

身
の
健
康
を
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
る
人
」
を
い
い

ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
27
日
b
　
午
前
10 
時
〜
午
後
2
時
 

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー
 

対
象
／
町
内
在
住
の
人
 

内
容
／
調
理
実
習
、
講
話
、
簡
単
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

軽
体
操
等
 

費
用
／
3
0
0
円
（
食
材
料
費
お
よ
び
テ
キ
ス
ト

代
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
17 
日
f
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

  
今
回
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
20
日
b
・
30
日
e
　
い
ず
れ
も
午
後

１
時
30
分
〜
3
時
 

場
所
／
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
11 
月
17 
日
f
ま
で
に
同
苑
へ
。
電
話

可
 

 
 荒

見
苑
で
は
、
高
齢
者
の
親
睦
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
12 
月
12 
日
c
　
午
前
11 
時
〜
午
後
3
時
45

分
 

場
所
／
荒
見
苑
 

対
象
／
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
１
0
0
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
同
苑
へ
。
電
話
可
 

  
新
し
い
歴
史
に
向
か
っ
て
走
ろ
う
町
民
運
動
推

進
協
議
会
と
町
歩
こ
う
会
で
は
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

日
時
／
11 
月
11 
日
g
　
午
前
9
時
〜
午
後
0
時
30

分
（
小
雨
決
行
）
 

コ
ー
ス
／
中
央
公
民
館
h
迎
接
寺
（
下
津
屋
）
h
 

 
  
木
津
川
右
岸
堤
防
h
御
幸
橋
（
八
幡
市
）
h

中
央
公
民
館
　
約
8
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
 

集
合
／
午
前
9
時
ま
で
に
中
央
公
民
館
前
に
集
合
 

定
員
／
50
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
無
料
 

持
ち
物
／
水
筒
、
帽
子
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
へ
。
電
 

　
　
話
可
 

 

図
書
館 

町
政
を
見
る
会
 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
 

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
21
 

荒
見
苑
草
花
教
室
 

荒
見
苑
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
 

家
族
介
護
者
交
流
事
業
 

健康で長生きするためにはどうし
たらいいのか。毎日の生活での工夫
を考える教室を開きます。 
定員／20人（先着順） 
持ち物／健康手帳・基本健康診査受

診票 

　　総合体育館のとき：運動靴・汗
拭きタオル・お茶等 

　　調理実習のとき：エプロン 
申し込み・問い合わせ／長寿健康課

へ。電話可 

11月13日b 
受付13：30～ 
実施14：00～16：00 
11月21日c 
受付13：30～ 
実施14：00～16：00 
 
11月29日d 
受付9：30～ 
実施10：00～15：30 
 
12月4日b 
受付13：30～ 
実施14：00～16：00 
12月19日c 
受付9：30～ 
実施10：00～16：00

「健診結果と体の中でおこっている変化」 
　体脂肪測定・健診結果の見方 
　講師：保健師 
「楽しみながら、生活習慣病を予防しよう」 
　生活の中に組み込める運動の実際① 
　講師：荒井敏江さん 
「健診結果から自分の体と食事について考えようⅠ」 
　午前　調理実習（昼食） 
　　　　講師：栄養士 
　午後　講演：生活習慣病予防について 
　　　　講師：おおむら医院　大村誠医師 
「楽しみながら、生活習慣病を予防しよう」 
　生活の中に組み込める運動の実際② 
　講師：荒井敏江さん 
「健診結果から自分の体と食事について考えようⅡ」 
　調理実習（昼食）と食事についての話 
　講師：栄養士・保健師 

 
保健センター 
すこやかルーム

 
 
総合体育館 
サブアリーナ 

 
保健センター 
調理実習室 
すこやかルーム 
 
 
総合体育館 
サブアリーナ 

 
保健センター 
調理実習室 

町内在住 
でおおむ 
ね40歳以 
上の人 

日　　時 場　　所 対　象 内　　　　容 

いきいき健康教室 いきいき健康教室 いきいき健康教室 いきいき健康教室 
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112006
November

11月12日～25日　女性に対する暴力をなくす運動 



  
聞
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
人
や
ご

家
族
の
た
め
の
学
習
会
・
研
修
会
や
交
流
会
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。
 

①
学
習
会
・
研
修
会
 

日
時
／
11 
月
28
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
 

場
所
／
ふ
れ
あ
い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

内
容
／
障
害
者
自
立
支
援
法
に
関
す
る
学
習
会
、

聴
力
測
定
、
交
流
会
 

費
用
／
無
料
 

②
交
流
会
 

日
時
／
12 
月
5
日
c
　
午
前
9
時
〜
午
後
2
時
 

内
容
／
ト
ロ
ッ
コ
列
車
で
嵐
山
へ
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
①
11 
月
22
日
d
　
②

11 
月
15 
日
d
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
に
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
ご
記
入

の
う
え
、
相
楽
郡
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

（
〒
６１９
‐
０２１４
相
楽
郡
木
津
町
木
津
上
戸
15 
）

1
・
6
0
7
7
4
（
7
2
）
6
8
6
2
へ
。

電
話
可
 

     税
を
身
近
に
感
じ
、
ま
た
、
税
の
仕
組
み
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
年
11 
月
11 
日
か
ら
17 

日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と
定
め
、
税
に

対
す
る
広
報
・
広
聴
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

町
で
は
、
期
間
中
に
「
税
金
で
で
き
て
い
る
も

の
」
を
テ
ー
マ
に
小
学
生
の
絵
画
展
を
お
こ
な
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

期
間
／
11 
月
11 
日
g
〜
17 
日
f
 

場
所
／
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

 
 町

で
は
、
町
内
に
１
年
以
上
お
住
ま
い
の
満
70

歳
以
上
（
9
月
１
日
基
準
）
の
人
に
対
し
、
敬
老

金
を
お
渡
し
て
い
ま
す
。
 

ま
だ
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
な
い
人
は
、
支
給
決

定
通
知
書
（
対
象
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
）
と
印

鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
11 
月
30
日
e
ま
で
に
、
長

寿
健
康
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

   
町
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
た
た
め
に
、
風

し
ん
の
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
お
子
さ

ん
に
対
し
、
任
意
の
予
防
接
種
と
し
て
期
間
限
定

で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

左
表
の
条
件
に
該
当
さ
れ
る
人
で
、
風
し
ん
の

単
独
ワ
ク
チ
ン
を
今
年
4
月
１
日
以
降
に
自
費
で

接
種
さ
れ
た
人
ま
た
は
12 
月
30
日
g
ま
で
に
接
種

す
る
予
定
の
人
は
、
還
付
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

             
問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

 

  
町
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
寝
具
（
敷
布
団
、

掛
布
団
、
毛
布
）
の
洗
濯
と
乾
燥
、
消
毒
の
サ
ー

ビ
ス
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

対
象
者
／
65
歳
以
上
の
人
で
、
寝
具
の
衛
生
的
な

管
理
が
困
難
な
人
 

寝
具
回
収
日
／
11 
月
22
日
d（
業
者
が
直
接
回
収
） 

寝
具
納
品
日
／
11 
月
29
日
d（
ご
自
宅
に
配
達
） 

費
用
／
敷
布
団
１
9
0
円
、
掛
布
団
１
9
0
円
、

毛
布
70
円
 
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
13 
日
b
ま
で
に

長
寿
健
康
課
へ
。
 

 
  過

去
に
石
綿
を
製
造
ま
た
は
取
り
扱
う
作
業
に

従
事
し
た
こ
と
の
あ
る
退
職
者
で
、
次
の
す
べ
て

の
項
目
を
満
た
す
人
を
対
象
に
、
国
が
無
料
で
特

別
健
診
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

①
石
綿
に
か
か
る
健
康
管
理
手
帳
を
所
有
し
て
い

な
い
こ
と
。
 

②
従
事
し
て
い
た
作
業
が
特
定
で
き
る
こ
と
。
 

③
初
回
ば
く
露
か
ら
10 
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。
 

④
以
前
、
石
綿
作
業
に
従
事
し
て
い
た
事
業
場
が

廃
業
や
倒
産
、
退
職
者
に
対
す
る
健
診
の
実
施

を
拒
否
等
の
理
由
で
、
石
綿
健
診
を
受
診
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
。
 

健
診
機
関
／
 

・
7
京
都
工
場
保
健
会
1
0
7
5
（
8
2
3
）
0
 

　
　
5
3
4
 

・
7
京
都
健
康
管
理
研
究
会
中
央
診
療
所
1
0
7
 

　
　
5
（
2
１
１
）
4
5
0
１
 

・
7
京
都
予
防
医
学
セ
ン
タ
ー
1
0
7
5
（
8
１

１
）
9
１
3
１
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
11 
月
17 
日
f
ま
で
に

各
健
診
機
関
へ
。
 

  
宇
治
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
説
明
会
を
開
き
 

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

日
時
／
①
12 
月
１
日
f
　
午
後
2
時
〜
4
時
 

　
　
　
②
12 
月
4
日
b
　
午
後
2
時
〜
4
時
 

　
　
　
③
12 
月
6
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
、
午
 

　
　
　
　
後
2
時
〜
4
時
 

場
所
／
①
木
津
町
中
央
交
流
会
館
い
ず
み
ホ
ー
ル
 

 
（
相
楽
郡
木
津
町
木
津
宮
ノ
内
92
）
　
②
京
田

辺
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
（
京
田
辺
市

田
辺
80
）
　
③
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ

ー
ル
（
宇
治
市
折
居
台
１
の
１
）
 

問
い
合
わ
せ
／
宇
治
税
務
署
1
0
7
7
4（
4
4
）

4
１
4
１
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月
は
犬
の
適
正
飼
養
推
進
月
間
で
す
。
ペ
ッ

ト
は
、
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

・
犬
の
登
録
 

法
律
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、

生
涯
１
回
の
登
録
が
必
要
で
す
。
 

・
放
し
飼
い
は
禁
止
 

犬
の
放
し
飼
い
は
迷
惑
で
す
。
事
故
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
、
必
ず
し
っ
か
り
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

・
散
歩
時
の
フ
ン
の
後
始
末
 

犬
の
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

回
収
袋
や
ス
コ
ッ
プ
を
忘
れ
ず
に
持
っ
て
散

歩
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
 

・
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
 

次
の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日
午
後

2
時
10 
分
〜
2
時
20
分
　
山
城
北
保
健
所
…

毎
週
月
曜
日
の
午
前
9
時
〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
不
足
に
よ
る
 

経
過
措
置
に
つ
い
て
 

耳
の
不
自
由
な
人
の
学
習
会
・
交
流
会
 

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
 

年
末
調
整
説
明
会
 

石
綿
業
務
に
従
事
し
た
 

離
職
者
に
対
す
る
特
別
健
診
 

犬
の
適
正
飼
養
推
進
月
間
 

税
に
関
す
る
小
学
生
の
絵
画
展
 

敬
老
金
の
受
け
取
り
は
お
早
め
に
 

平成18年12月30日g 

平成19年2月28日d

健康被害が 
生じたとき 
の救済制度 
について 

法律に基づかない任意接種であり、
かつ特例による経過措置のため、医
薬品医療機器総合機構法に基づく医
薬品副作用救済制度のみの適用とな
ります。（法律に基づく定期接種の
場合は、上記に加え、予防接種被害
救済制度および町村会総合賠償保障
制度による保障が加わります） 

対象年齢の 
　範　囲 

①平成10年10月1日～ 
　　平成12年4月1日生まれの人 
②平成13年4月2日 
　　～平成16年3月31日生まれの人 
 

接 種 期 限 

還付請求期限 

各期限を越え 
ると支払いが 
できません 
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「ありがとう」　この5文字に　心をこめて　（佐山小5年・山本峻太） 
手をつなぐ　友達いっぱい　つくれるよ　　　（佐山小5年・千坂笑都帆） 



 
 老

人
保
健
の
受
給
者
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
、
申
請
す
る
と
左
表
の
と
お
り
入
院
時
の

食
事
代
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
 

該
当
す
る
人
は
、
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
」
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
低
所
得
Ⅱ
…
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

の
人
　
低
所
得
Ⅰ
…
世
帯
全
員
が
住
民
税

非
課
税
か
つ
各
種
所
得
な
ど
か
ら
必
要
経
費
・

控
除
を
差
し
引
い
た
所
得
が
0
円
と
な
る

世
帯
の
人
 

申
請
に
必
要
な
も
の
／
老
人
保
健
受
給
者
証
・
健

康
保
険
証
・
印
鑑
 

※
申
請
さ
れ
た
月
の
初
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

　
す
で
に
申
請
さ
れ
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
人
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

           問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
 

  
 国

民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て

申
告
す
る
と
き
は
、
１
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込

み
を
含
む
）
し
た
保
険
料
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
で
す
。
 

こ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
か
ら
１
年
間
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ

ガ
キ
）
が
、
毎
年
11 
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
 

途
中
加
入
な
ど
で
、
10 
月
以
降
に
初
め
て
納
付

さ
れ
た
人
に
は
、
来
年
の
2
月
初
旬
に
証
明
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
1
0
5
7
0（
0
0
）9
9

１
１
 

  
平
成
19 
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
、
平

成
12 
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
13 
年
4
月
１
日
ま
で

に
生
れ
た
児
童
を
対
象
に
、
就
学
時
健
康
診
断
を

お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
 

健
康
診
断
の
通
知
書
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

日
程
／
佐
山
小
学
校
…
11 
月
17 
日
f
、
東
角
小
学

校
…
11 
月
21
日
c
、
御
牧
小
学
校
…
11 
月
24

日
f
　
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
か
ら
 

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交

換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関
係
な
く
、
ど
の

保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
①
11 
月
7
日
c
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

　
　
②
11 
月
14 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

場
所
／
①
御
牧
保
育
所
、
宮
ノ
後
保
育
所
 

　
　
②
佐
山
保
育
所
 

内
容
／
①
戸
外
遊
び
　
②
小
麦
粉
粘
土
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

　
　
佐
山
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

　
　
御
牧
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
　
 

　
　
宮
ノ
後
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

  
京
都
府
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性
を

め
ぐ
る
家
庭
や
職
場
で
の
悩
み
ご
と
、
も
め
ご
と

な
ど
に
つ
い
て
、
女
性
の
人
権
擁
護
委
員
が
秘
密

厳
守
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

日
時
／
11 
月
13 
日
b
〜
17 
日
f
　
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
7
時
30
分
、
11 
月
18 
日
g
・
19 
日
a

午
前
10 
時
〜
午
後
5
時
　
 

相
談
窓
口
／
京
都
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
1
0
 

 
 
5
7
0
（
0
7
0
）
8
１
0
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

11 
月
14 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役
場

庁
舎
１
階
相
談
室
１
 

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】
 

11 
月
16 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
佐
山
・
御
牧
・

宮
ノ
後
保
育
所
 

▽
電
話
相
談
 

毎
週
木
曜
日
　
午
前
11 
時
〜
午
後
4
時
 

佐
山
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
2
9
7
0
 

御
牧
保
育
所
1
0
7
5
（
6
3
１
）
2
4
7
5
 

宮
ノ
後
保
育
所
1
0
7
7
4
（
4
3
）
4
9
0
6
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
  

①
11 
月
14 
日
c
・
②
28
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後

１
時
　
①
役
場
庁
舎
１
階
相
談
室
１
　
②
中
央
公

民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社
会
教

育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に
満
た
な
い

場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）
 

【
無
料
法
律
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

11 
月
16 
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
　
定
員
8
人
（
先
着
順
）
 

※
申
し
込
み
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

11 
月
9
日
e
・
24
日
f
　
午
後
１
時
〜
4
時
　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
　
1
0
7
5（
6
3
１
）3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

 

 

 

 

   【
連
絡
先
】
 

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
1
0
7
5
（
6
3
１
）
0
0
2
2
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

　
▽
車
い
す
 

　
多
く
の
人
が
お
待
ち
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
 

  【
休
苑
日
】
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝
日
 

【
入
浴
日
時
】
 

　
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
苑
日
除
く
）
 

　
午
後
１
時
〜
3
時
 

入
院
時
の
食
事
代
を
軽
減
 

就
学
時
健
康
診
断
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
 

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
 

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
 

（
前
月
比
／
減
9
人
）
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 5 2人　 
8 , 5 4 0人　 
8 , 6 1 2人　 
6 , 6 2 1世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 7人　 
5人　 
5 3人　 
7 4人　 

〈9月中の動き〉 

〈10月1日現在〉 

　入院時食事代の自己負担額 

区　　　　分 自己負担額 

90日までの 
入院 

一食あたり 
　210円 

一食あたり 
160円 

一食あたり 
100円 

90日を超え 
る入院（過 
去12か月の 
入院日数） 

低所得 

Ⅱの人 

低所得Ⅰの人 

17
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社会を明るくする運動 
標語入選作品＝敬称略＝ 

気付いてよ　あなたのそばには　私がいる　（佐山小6年・渡部莉穂） 
守りたい　あなたの笑顔　優しい心　　　　（佐山小6年・中村知聡） 



〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
で
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な
ど
が
お
こ
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
 

費
用
は
11 
月
10 
日
f
（
10 
日
ま
で
の
教
室
に
つ

い
て
は
開
催
日
の
前
日
）
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓

口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
無
料
で
す
。
 

  ▼
使
い
こ
な
そ
う
エ
ク
セ
ル
 

日
時
／
11 
月
8
日
d
・
9
日
e
・
15 
日
d
・
16 
日

e
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
エ
ク
セ
ル
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
入
門
 

日
時
／
11 
月
14 
日
c
・
15 
日
d
・
21
日
c
・
22
日

d
（
4
回
コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
30
分
〜
9

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
よ
う
と
い
う
人
や
不
慣

れ
な
人
の
た
め
の
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
初
め
て
の
ワ
ー
ド
 

日
時
／
11 
月
16 
日
e
・
17 
日
f
・
23
日
-
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
初
級
者
向
け
の
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
11 
月
7
日
c
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
15 
日

d
　
午
前
9
時
〜
正
午
　
24
日
f
　
午
後
5

時
〜
8
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を
自
由

に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

              日
時
／
11 
月
8
日
d
・
22
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど

を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
各
60
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当

日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
11 
月
8
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ
を
鑑

賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」
と
「
映

画
」
な
ど
で
す
。
 

定
員
／
25
人
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
当
日
、

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

  日
時
／
11 
月
11 
日
g
　
午
後
7
時
〜
8
時
「
秋
の

星
座
」
　
25
日
g
　
午
後
5
時
30
分
〜
6
時

30
分
「
月
」
（
受
け
付
け
は
終
了
時
間
の
30

分
前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
だ
れ
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
で
秋
の
夜
空
を
観
察
し
ま
す
。
 

  日
時
／
11 
月
25
日
g
　
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
2

時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

小
学
１
〜
2
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。
 

内
容
／
天
ヶ
瀬
森
林
公
園
で
野
鳥
観
察
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
11 
月
19 
日
a
　
①
午
前
10 
時
〜
正
午
　
②
 

午
後
2
時
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
生
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

小
学
１
〜
3
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。
 

内
容
／
酸
素
と
二
酸
化
炭
素
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
組
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
12 
日
a
 
①
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
 

②
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
ウ
ッ
デ
ィ
ー
メ
イ
ト
・
U
j
i
の
先
生
と

木
工
を
楽
し
み
ま
す
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
14 
日
c
・
15 
日
d
（
2
回
コ
ー
ス
）

①
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分
　
②
午

後
2
時
〜
5
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
で
、

必
ず
2
回
と
も
出
席
で
き
る
人
 

内
容
／
お
し
ゃ
れ
な
ゴ
ミ
箱
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
各
8
人
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
26
日
a
　
午
前
8
時
50
分
〜
午
後
5

時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
3
年
生
以
上
の
人
 

内
容
／
世
界
文
化
遺
産
「
姫
路
城
」
を
見
学
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
小
・
中
学
生
7
0
0
円
、
 

　
　
大
人
１
，
5
0
0
円
（
交
通
費
・
入
館
料
）
 

 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

大
人
木
工
教
室
 

低
学
年
工
作
教
室
 

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

申込は11月1日D

午前9時から 

【休館日】 
毎週月曜日 

（祝日の場合は、その翌日） 

10774（45）0002

童
謡
を
楽
し
む
会
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

ぎつね 
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  日
時
／
11 
月
18 
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
2
〜
6
年
生
 

内
容
／
漢
字
に
慣
れ
親
し
み
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
書
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
11 
月
11 
日
g
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
ビ
ー
玉
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
12 
人
 

費
用
／
4
0
0
円
 

  日
時
／
11 
月
10 
日
f
・
17 
日
f
・
24
日
f
（
3
回

コ
ー
ス
）
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で
子
育

て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
18 
組
 

          日
時
／
①
11 
月
6
日
b
・
9
日
e
・
21
日
c
・
24

日
f
　
午
後
7
時
か
ら
8
時
 

　
　
②
11 
月
12 
日
a
・
18 
日
g
・
19 
日
a
・
26
日

a
　
午
前
10 
時
か
ら
11 
時
 

※
①
・
②
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使
用
方

法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す
る
た
め
に

必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
15 
人
（
先
着
順
）
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
み
の
人
で
相

談
だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

使
用
料
の
み
必
要
で
す
）
 

  日
時
／
①
11 
月
11 
日
g
・
②
25
日
g
　
午
前
9
時

〜
正
午
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
②
小
学
生
用
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

            日
時
／
11 
月
21
日
c
・
28
日
c
（
2
回
コ
ー
ス
）

午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
１
回
目
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
（
似
合
う

色
と
は
）
」
美
し
い
自
分
ら
し
さ
の
表
現
を

学
び
ま
し
ょ
う
。
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

内
容
／
2
回
目
「
ス
カ
ー
フ
の
ア
レ
ン
ジ
」
ス
カ

ー
フ
を
使
っ
て
、
ひ
と
味
ち
が
う
あ
な
た
を

演
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

費
用
／
2
0
0
円
 

講
師
／
カ
ラ
ー
ア
ナ
リ
ス
ト
　
泉
令
子
さ
ん
 

定
員
／
30
人
 

持
ち
物
／
ス
タ
ン
ド
式
鏡
、筆
記
用
具
、ス
カ
ー
フ
 

  日
時
／
12 
月
8
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ブ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
・
生
の
木
を
使
っ

て
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
 

講
師
／
小
笠
原
薫
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
2
，
5
0
0
円
 

持
ち
物
／
ハ
サ
ミ
・
エ
プ
ロ
ン
・
軍
手
 

 

  日
時
／
11 
月
30
日
e
・
12 
月
7
日
e
　
（
2
回
コ

ー
ス
）
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
毛
筆
で
年
賀
状
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
よ

う
。
　
　
 

講
師
／
日
垣
翠
峰
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

持
ち
物
／
細
筆
・
墨
・
す
ず
り
・
下
敷
き
 

  日
時
／
11 
月
24
日
f
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
キ
ャ
ベ
ツ
の
フ
ル
ー
ツ
漬
け
と
コ
チ
ジ
ャ

ン
ソ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
（
持
ち
帰
り
コ
チ

ジ
ャ
ン
ソ
ー
ス
あ
り
）
 

講
師
／
木
下
穂
支
子
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
8
0
0
円
 

※
参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

高
学
年
工
作
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
 

漢
字
の
達
人
教
室
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

お
し
ゃ
れ
セ
ミ
ナ
ー
 

　
〜
生
か
し
て
い
ま
す
か
 

　
　
　
　
　
あ
な
た
ら
し
さ
〜
 

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
教
室
 

漬
け
物
教
室
 

 年
賀
状
（
毛
筆
）
教
室
 

申込は11月2日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

10774（44）3700

申込は11月2日E

午前9時から 

【休館日】 
毎週水曜日 

1075（631）1000

総合体育館は12月28日Eから平成19年1月4日Eまで、屋外スポーツ施設は 
12月29日Fから平成19年1月4日Eまで休館します。ご了承ください。 

年末年始の 
体育施設休館日 

くみやまファミリーシアター くみやまファミリーシアター 

ぎつね ぎつね ガイ氏即興 
　人形劇場 

日　時／12月16日g　午後2時開演 
場　所／中央公民館ホール 

入場料／前売券：子ども　300円 
　　　　　　　　（3歳以上中学生以下） 
　　　　　　　　大　人　500円 
　　　　当日券：子ども　500円 
　　　　　　　　大　人　700円 
※入場券は11月16日eから中央公民館・
ゆうホール・総合体育館で販売します。 

主　催／7久御山町文化スポーツ事業団 

新美南吉の名作童話「ごんぎつね」を
情感あふれる人形劇でお楽しみください。 
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※三種混合（ジフテリア・百日せき・破傷風）、麻しん・風しん混合、日本脳炎（現在見合わせ中）は、個別接種となっています。 
　年間を通して、予防接種協力医療機関で接種できますので、医師と相談のうえ、受けてください。 
※予防接種を受けられるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、母子健康手帳を必ずご持参ください。 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※はいきいきホール）です。予防接種・健診には母子健康手帳を必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課保健予防係 

健 　 診 ・ 相 　 談  

20日B

健 康 相 談  4 0歳以上の人 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

保健師等による健康相談 

成 人 歯 科 検 診  
40歳以上の人・
妊婦 

9日E 午前10時～正午 

午後1時～1時30分 

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

※ 

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 2日E

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成18年1月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 6日B

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 個人通知が届いた人 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 7日C

すくすくひろば（親子教室） 午前9時45分～10時 
生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 10日F

パパ＆ママ教室（第4回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
妊娠中の過ごし方、プレママ体
操、交流会 11日G

離 乳 食 教 室  午後1時～1時15分 
満3か月～10か月児
の保護者 

離乳食の指導、作り方の実習と
試食 16日E

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成17年2月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 17日F

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成16年4月生まれ 
歯科医師による健康診査および予
防指導、身体的・精神的な発達指導 20日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成15年4月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 24日F

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

・6か月未満の乳児（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 午後1時40分～1時55分 7日CＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  

10か月児健診（10月16日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 
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保健予防のコーナー 

町公共機関電話番号 
■役場（代表） 
　1 075（631）6111/0774（45）0001 
　6 075（632）1899 
■各課（直通） 
　総　務　課　631－9991/45－3922 
　企画財政課　631－9992/45－3924 
　広報行政課　631－9993/45－3926 
　税　務　課　631－9926/45－3908 
　社会福祉課　631－9902/45－3902 
　長寿健康課　631－9903/45－3904 
　住　民　課　631－9904/45－3905 
　国保医療課　631－9913/45－3906

環境保全課　631－9917/45－3907 
監　理　課　631－9952/45－3910 
道路河川課　631－9961/45－3912 
産　業　課　631－9964/45－3914 
都市計画課　631－9966/45－3915 
学校教育課　631－9974/45－3917 
社会教育課　631－9980/45－3918 
水　道　課　631－9987/45－3919 
下 水 道 課　631－9990/45－3920 
議会事務局　631－9996/45－0105 
会　計　課　631－9932/45－3909

1消 防 本 部 
1ふれあい交流館ゆうホール 
 
1図　書　館 
1中央公民館 
1総合体育館 
1町体育協会 
1健康センターいきいきホール 
 
1老人福祉センター荒見苑 
 
1地域福祉センター 
　（町社会福祉協議会） 
1シルバー人材センター 

631－1515 
 

45－0002 
45－0003 
631－1000 
44－3700 
44－2205 

 
41－3466 

 
44－3405 

 
 

41－1881

6632－5382 
 

646－5610 
646－5690 

6632－0031 
644－2203 
644－2203 

 
644－1199 

 
644－7801 
631－0022 

6632－3001 
643－4546



燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・市田・鈴 

間・田井・荒見・下津屋・下津

屋サンハイツ・島田・東島田・

森・坊之池・野村・村東 

佐古・新開地・津田電線社宅・

佐山・籾池・双栗・松陽台・サ

ンタウン佐山・佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地（公団） 

東佐山団地・久御山団地（公団） 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

1日 
（第１水曜日） 
15日 

（第３水曜日） 

8日 
（第２水曜日） 
22日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 
※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

6日 
28日 

7日 
29日 
10日 

12月4日 

8日（第２水曜日） 
※指定の場所に油が入っていた容 
　器等に入れて出してください。 

11月のごみ・し尿収集日 

ラクラク節約・快適エコライフ　Vol.18

昼間は少し暖かくても、朝晩が冷え込む季節がやって
きました。このような季節には、着衣の重ね着などで温
度の調節をされていると思います。 
今号では、重ね着などでどのくらい体感温度が上がる

か紹介します。着衣の工夫で暖房を入れる時期を遅らせ
たり、稼働回数を減らすなど、効率よく使いましょう。 
☆家庭では 
・「薄手の長袖Ｔシャツと長ズボン」から「半袖Ｔシャ
ツとスエットの上下」にすると、体感温度は1.5℃上
がります。 
　また、「長袖Ｔシャツとズボン下、スエットの上下」
にすると体感温度は2.3℃上がります。 

・「長袖Ｔシャツと長ズボン、タートルシャツ」にフリ

ースの上着を着ると、体感温度は2.2℃上がります。 
・靴下を履いたり、スリッパを履くなどした場合は、体
感温度が0.6℃上がります。 
☆オフィスでは 
・「半袖下着と背広上下（カッター・ネクタイ含む）」
の半袖下着を長袖下着に替えると、体感温度は0.9℃
上がります。 
　また、カッター・ネクタイ姿に背広の上着を着たり、
カーデガンを羽織ったりすると、体感温度は約2.2℃
上がります。 
・スカート姿に膝掛けを掛けると、体感温度は2.5℃上
がります。なお、スカートとズボン姿では2.9℃体感
温度に差があります。 

ひざ 

着衣の重ね着で体感温度の調節を 
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久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長 

　
　
　
　
　
　
　
阪
部
　
五
三
夫 

  妻
籠
宿
で
中
食
後
、
山
田
里
さ
ん
た

ち
一
行
は
、
駕
籠
を
利
用
し
て
中
山
道

の
馬
籠
峠
を
越
え
る
。
こ
の
峠
は
馬
籠

宿
（
現
岐
阜
県
中
津
川
市
）
の
方
か
ら

い
え
ば
妻
籠
峠
で
、
二
つ
の
呼
び
名
が

あ
る
。
峠
の
頂
上
を
過
ぎ
る
と
、
美
濃

方
面
が
眼
下
に
開
け
て
、
木
曾
路
も
終

わ
り
に
近
づ
い
た
感
じ
が
す
る
。
 

江
戸
時
代
、
こ
の
道
は
美
濃
・
木
曾

を
往
来
す
る
旅
人
で
に
ぎ
わ
っ
た
が
、

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
に
馬
籠

を
大
き
く
迂
回
す
る
新
道
の
開
通
で
、

す
っ
か
り
寂
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た

め
、峠
を
中
心
に
南
木
曾
か
ら
馬
籠
宿
・

落
合
宿
（
現
中
津
川
市
）
ま
で
約
四
里

（
約
一
六
キ
ロ
）
の
間
は
、
今
も
江
戸

時
代
の
面
影
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
 

一
行
は
木
曾
一
一
宿
の
最
南
端
に
位

置
す
る
馬
籠
宿
に
入
る
が
、
休
息
も
せ

ず
に
通
り
過
ぎ
た
。
こ
の
宿
場
は
、
天

保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
人
口
が
七

一
七
人
、
戸
数
は
六
九
軒
で
、
本
陣
・

脇
本
陣
が
各
一
軒
、
旅
籠
は
一
八
軒
と

い
う
閑
散
と
し
た
宿
場
で
あ
っ
た
。
 

馬
籠
は
明
治
の
文
豪
島
崎
藤
村
（
一

八
七
二
〜
一
九
四
三
）
の
生
誕
地
と
し

て
知
ら
れ
、
小
説
『
夜
明
け
前
』
の
舞

台
に
も
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
明
治

二
十
八
年
の
大
火
に
よ
り
町
の
大
部
分

を
焼
失
し
た
が
、
そ
の
後
修
復
さ
れ
て
、

今
は
宿
場
町
の
面
影
を
残
す
軒
の
低
い

格
子
造
の
民
家
が
立
ち
並
び
、
妻
籠
と

と
も
に
木
曾
路
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
 

馬
籠
を
過
ぎ
て
落
合
宿
ま
で
約
二
里

の
途
中
、
信
濃
と
美
濃
の
国
境
に
新
茶

屋
の
立
場
が
あ
る
。
現
在
は
池
な
ど
が

造
ら
れ
、
松
尾
芭
蕉
の
「
送
ら
れ
つ
送

り
つ
果
は
木
曾
の
龝
」
の
句
碑
や
、「
是

よ
り
北
　
木
曾
路
　
藤
村
老
人
」
の
碑

が
あ
り
、
公
園
化
さ
れ
て
い
る
。
落
合

宿
は
天
保
十
四
年
の
人
口
が
三
七
○
人
、

戸
数
七
五
軒
の
淋
し
い
宿
場
で
あ
る
が
、

美
濃
一
六
宿
の
第
一
に
あ
た
り
、
次
の

中
津
川
宿
（
現
中
津
川
市
）
ま
で
、
わ

ず
か
一
里
の
距
離
で
あ
る
。
 

一
行
は
、
中
津
川
宿
の
「
お
ふ
き
や
」

と
い
う
旅
籠
に
泊
ま
り
、
こ
こ
で
金
一

分
を
、
一
貫
七
百
文
の
銭
に
両
替
し
て

い
る
。
東
一
口
村
を
出
立
し
て
二
一
泊
、

今
ま
で
、
安
価
な
木
賃
宿
な
ど
を
利
用

し
て
き
た
と
は
い
え
、
女
性
に
と
っ
て

の
長
旅
は
、
馬
や
駕
籠
を
利
用
す
る
こ

と
も
多
く
、
必
要
以
上
の
出
費
が
あ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

翌
四
月
八
日
、
中
津
川
宿
は
大
層
に

ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
た
。
中
津
川
で
は
、

三
、
八
の
日
に
六
斎
市
が
開
か
れ
て
い

て
、
明
治
中
期
ま
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い

う
。
里
さ
ん
た
ち
一
行
も
、
こ
の
市
の

に
ぎ
わ
い
を
見
な
が
ら
、
中
津
川
宿
を

後
に
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
行
は
、

中
山
道
を
西
に
進
み
、
茄
子
川
村
（
現

中
津
川
市
）
か
ら
大
井
宿
（
現
岐
阜
県

恵
那
市
）
に
入
っ
た
。
こ
の
宿
場
は
、

諸
街
道
の
分
岐
点
に
立
地
し
、
中
津
川

宿
に
劣
ら
ぬ
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
、
旅
籠

が
四
○
軒
も
あ
っ
た
。
 

中
山
道
か
ら
分
岐
す
る
街
道
は
、
脇

本
陣
の
近
く
か
ら
遠
州
（
現
静
岡
県
）

の
秋
葉
山
に
通
じ
る
岩
村
街
道
、
そ
し

て
大
井
宿
の
西
端
か
ら
中
山
道
は
山
道

が
続
き
、
尾
根
づ
た
い
に
行
く
と
槇
ヶ

根
の
立
場
に
着
く
。こ
こ
が
下
街
道（
名

古
屋
街
道
）
の
分
岐
点
に
な
っ
て
い
て
、

下
街
道
は
中
山
道
の
上
街
道
に
対
し
て

名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
建
て

ら
れ
た
常
夜
灯
二
基
が
あ
る
。
一
基
に

「
右
京
海
道
」
、
別
の
一
基
に
は
「
左

い
せ
道
」
と
刻
銘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

伊
勢
道
を
下
街
道
と
い
い
、
現
在
の
岐

阜
県
瑞
浪
市
・
土
岐
市
・
多
治
見
市
を

経
て
内
津
峠
（
現
岐
阜
・
愛
知
県
境
）

を
越
え
、
名
古
屋
城
下
に
達
す
る
。
 

里
さ
ん
た
ち
一
行
も
、
こ
の
下
街
道

を
駕
籠
に
乗
っ
て
進
み
、
高
山
宿
（
現

岐
阜
市
土
岐
津
町
高
山
）
の
旅
籠
に
旅

装
を
解
い
た
。
こ
こ
で
担
っ
て
き
た
米

袋
の
最
後
の
一
袋
を
、
八
五
○
文
で
銭

に
替
え
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
一
斗

（
一
五
キ
ロ
）
の
米
袋
を
、
三
月
十
四

日
か
ら
四
月
八
日
ま
で
の
二
四
日
間
、

銭
に
替
え
な
が
ら
と
は
い
え
、
担
い
で

旅
を
続
け
た
女
性
の
た
く
ま
し
い
体
力

と
精
神
力
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
一
行
が
帰
路
通
っ
た
美

濃
の
地
は
、
「
美
濃
焼
」
の
生
産
地
で

あ
る
。
美
濃
焼
と
は
、
東
濃
西
部
一
帯

で
一
六
世
紀
ご
ろ
か
ら
今
日
ま
で
焼
き

継
が
れ
て
い
る
陶
磁
器
の
総
称
で
あ
る
。

狭
義
で
は
、
瀬
戸
黒
、
黄
瀬
戸
、
志
野
、

織
部
な
ど
を
指
す
。
昭
和
三
十
年
こ
ろ

か
ら
は
、
桃
山
時
代
の
伝
統
的
な
美
濃

焼
も
復
興
さ
れ
、
芸
術
的
な
一
品
制
作

か
ら
日
用
品
の
量
産
に
至
る
幅
広
い
生

産
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

第53回 女たちの善光寺参り（11） 鳩字の山門額 

木
曾
路
か
ら
下
街
道
を
行
く
 

▲屋根に卯建（うだつ）が上がる中津川の町並み 
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